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【
底
本
】 

名
称
：『
信
州
駒
ヶ
岳
森
林
公
園
と
菅
の
台
避
暑
地
計
画
案
』 

著
者
：
本
多
静
六
・
上
原
敬
二
著 

刊
行
：
大
正
十
二
年
五
月
十
日
赤
穂
町
商
工
会
発
行 

項
数
：
四
十
四
項 

所
蔵
：
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
風
致
計
画
学
研
究
室 

 

【
作
業
方
針
】 

見
出
し
と
全
文
を
作
成
し
た
。
原
本
に
は
図
面
を
含
む
が
、
本
稿
に
は
図
面
を
掲
載
し
な
い
。

見
出
し
は
全
文
か
ら
抽
出
し
た
。
書
字
方
向
は
、
原
文
の
と
お
り
縦
書
き
と
し
た
。
一
行
あ
た
り

の
文
字
数
は
、
本
稿
の
様
式
に
適
合
さ
せ
改
変
し
た
。
字
体
は
、
現
代
の
常
用
漢
字
体
に
統
一
し

た
。
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
に
組
み
直
し
た
。
現
代
的
な
読
み
易
さ
を
加
味
の
上
、
語
尾

を
簡
素
な
表
現
に
改
め
る
こ
と
、
長
文
に
句
読
点
を
付
加
す
る
こ
と
、
な
ど
修
正
を
施
し
た
。
明

ら
か
な
誤
植
は
正
当
な
表
現
に
訂
正
し
た
。
な
お
、
難
読
な
漢
字
に
は
、
角
括
弧
［ 

］
を
附
し

て
読
み
仮
名
を
示
し
た
。
底
本
に
は
図
面
も
掲
載
さ
れ
る
が
、
底
本
に
は
本
文
中
に
図
面
も
掲

載
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
現
代
語
訳
を
意
図
す
る
た
め
、
作
業
対
象
外
と
し
た
。 

 

【
見
出
し
】 

前
論
、
世
界
に
お
け
る
一
般
公
園
発
達
の
大
勢
及
び
森
林
公
園
の
大
要 

本
論 第

一
、
菅
の
台
避
暑
の
特
徴 

第
二
、
菅
の
台
避
暑
地
計
画
の
方
針 

避
暑
地
の
内
容 

一
、
菅
の
台
一
帯
避
暑
地
中
心 

二
、
駒
ヶ
岳
及
び
不
動
瀧 

三
、
共
楽
園 

四
、
赤
須
城
趾
公
園 

五
、
馬
見
塚
公
園 

六
、
光
前
寺 

七
、
大
御
食
神
社
及
び
大
宮
五
十
鈴
神
社 

避
暑
地
計
画
の
根
本
方
針 

一
、
菅
の
台
一
帯
の
特
徴
を
発
揮
す
る
こ
と 

二
、
避
暑
地
計
画
は
第
一
期
よ
り
第
三
期
ま
で 

三
、
避
暑
地
を
中
心
と
し
て
探
勝
遊
覽
設
備
の
統
一
を
図
る
こ
と 

四
、
避
暑
地
期
成
会
ま
た
は
駒
ヶ
岳
保
勝
会
を
組
織 

第
三
、
避
暑
地
計
画
事
業
の
分
期 

第
一
期
事
業 

一
、
測
量 

（
資
料
） 

本
多
静
六
・
上
原
敬
二
著
『
信
州
駒
ヶ
岳
森
林
公
園
と
菅
の
台
避
暑
地
計
画
案
』（
大
正
十
二
年
五
月
十
日
赤
穂
町
商
工
会
発
行
）
の
現
代
語
訳 
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二
、
諸
般
の
調
査 

三
、
地
割
り 

（
イ
）
村
直
営
の
経
営
地 

（
ロ
）
住
宅
地 

（
ハ
）
売
却
地 

（
ニ
）
村
内
有
志
の
供
用
地 

四
、
道
路
及
び
一
般
交
通
機
関 

第
一
路
線 

第
二
路
線 

第
三
路
線 

第
四
路
線 

第
五
路
線 

第
二
期
計
画 

一
、
菅
の
台
一
帯
の
避
暑
地
計
画 

二
、
駒
ヶ
岳
登
山
の
順
路 

三
、
不
動
瀧
及
び
そ
の
附
近
の
探
勝 

四
、
廻
遊
公
園 

第
四
、
管
の
台
避
暑
地
設
計 

一
、
建
築
的
施
設 

（
イ
）
避
暑
地
人
口 

（
ロ
）
倶
楽
部
兼
用
料
理
店
及
び
旅
館 

（
ハ
）
水
泳
場 

（
ニ
）
誘
い
の
住
宅 

（
ホ
）
諸
種
の
小
建
設 

（
へ
）
貯
水
池 

（
ト
）
競
馬
場 

二
、
造
園
的
施
設 

（
イ
）
牧
場
地
の
選
定 

（
ロ
）
養
魚
地 

（
ハ
）
太
田
切
川
堤
防
櫻
樹
の
植
栽 

（
ニ
）
植
樹
帯 

（
ホ
）
果
樹
園 

（
へ
）
花
園 

（
ト
）
動
物
舎 

（
チ
）
小
運
動
場 

（
リ
）
建
物
の
前
庭 

（
ヌ
）
苗
圃 

三
、
光
前
寺
境
内
の
改
良 

第
五
、
駒
ヶ
岳
登
山
道
路 

第
一
登
山
道
路 

第
二
登
山
道
路 

第
三
登
山
道
路 

第
六
、
不
動
瀧
探
勝 

附
天
然
植
物
園 

第
七
、
公
園
系
統 

一
、
赤
須
城
跡
公
園 

二
、
馬
貝
塚
公
園 

三
、
共
楽
園 

四
、
大
御
食
神
社 

五
、
大
宮
五
十
鈴
神
社 

第
八
、
雑 

一
、
中
央
線
、
東
海
道
線
、
北
陸
線
そ
の
他
院
線
主
要
駅 

二
、
中
央
線
辰
野
駅
前 

三
、
赤
穂
よ
り
駒
ヶ
岳
へ
の
登
山
案
内
記
、
菅
の
台
避
暑
地
案
内
記 

四
、
車
馬
質 

五
、
組
合 

六
、
駒
ケ
岳
の
山
開
き 

七
、
伊
那
電
車 

八
、
赤
穂
村
内
の
商
人 
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九
、
夏
季
大
学 

一
〇
、
登
山
道 

一
一
、
名
物 

 

【
全
文
】 

長
野
県
上
伊
那
郡
赤
穂
村
商
工
会
は
予
て
よ
り
信
州
駒
ケ
岳
の
大
自
然
を
背
景
と
し
、
そ
の

山
麓
太
田
切
側
の
流
域
地
方
で
あ
る
菅
の
台
一
帯
の
地
を
し
て
避
暑
地
を
設
け
よ
う
と
い
う
計

画
を
試
み
た
の
で
我
々
は
同
会
の
嘱
応
じ
て
こ
こ
に
調
査
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
の
設
計
の
大
体
方
針
と
は
駒
ケ
岳
の
方
は
飽
く
ま
で
も
自
然
美
を
尊
重
し
人
工
を
加
え
る

と
い
う
も
そ
れ
は
単
に
欠
点
を
補
う
だ
け
に
止
め
、
こ
れ
に
反
し
て
菅
の
台
の
方
は
天
然
の
要

素
も
決
し
て
完
全
な
り
と
は
い
え
な
い
の
で
十
分
に
人
工
を
加
え
設
備
を
尽
し
て
そ
の
目
的
を

達
し
た
い
と
思
う
。 

も
し
こ
の
計
画
案
に
し
て
多
少
た
り
と
も
駒
ヶ
岳
を
紹
介
す
る
に
興
っ
て
力
あ
り
併
せ
て
避

暑
地
計
画
書
の
方
針
確
立
し
年
々
の
登
山
客
が
増
し
て
避
暑
地
の
繁
栄
を
加
う
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
た
だ
赤
穂
村
の
た
め
の
み
で
な
く
実
に
我
国
に
お
け
る
高
山
地
帯
風
景
利
用
策
の
進
歩
で

あ
る
と
言
え
る
。 

我
々
は
以
上
の
考
え
を
も
っ
て
調
査
に
従
事
し
た
が
、
た
だ
僅
か
に
数
日
の
踏
査
に
過
ぎ
な

い
の
で
、
不
完
全
の
点
が
多
い
こ
と
を
憂
う
る
の
で
あ
る
が
、
尚
大
方
の
意
見
を
も
徴
し
漸
次

完
成
を
期
し
た
い
と
思
う
。 

今
回
の
調
査
に
あ
た
り
赤
穂
村
長
福
澤
泰
江
氏
を
初
め
と
し
商
工
会
役
員
及
び
同
村
の
有
志

諸
氏
が
終
始
我
々
に
同
行
し
助
力
さ
れ
た
所
頗
る
［
す
こ
ぶ
る
］
多
い
の
は
、
こ
こ
に
特
記
し
て

厚
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

前
論
、
世
界
に
お
け
る
一
般
公
園
発
達
の
大
勢
及
び
森
林
公
園
の
大
要 

欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
従
来
市
中
に
お
け
る
公
園
は
市
民
に
新
鮮
な
空
気
を
呼
吸
さ
せ
る
窓

で
あ
る
。
園
の
無
い
市
街
に
住
居
す
る
人
は
宛
も
窓
の
無
い
家
に
住
む
と
同
様
衛
生
上
大
害
が

有
る
と
称
さ
れ
、
市
街
地
に
は
必
ず
公
園
を
必
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
町
費
ま
た
は
国
費
を
も

っ
て
大
少
幾
多
の
公
園
が
市
内
に
設
け
ら
れ
て
実
に
そ
の
国
文
明
の
程
度
は
公
園
設
備
の
程
度

に
よ
っ
て
測
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
わ
れ
る
位
に
立
派
に
造
ら
れ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
近

年
汽
車
、
汽
船
、
電
車
、
自
転
車
、
自
動
車
等
交
通
機
関
の
発
達
に
従
い
、
市
内
の
公
園
の
よ
う

に
あ
ま
り
に
小
さ
す
ぎ
る
様
に
な
っ
た
。
即
ち
自
動
車
で
は
大
阪
の
天
王
寺
公
園
で
も
東
京
の

日
比
谷
と
か
上
野
と
か
の
大
公
園
と
言
わ
れ
る
も
の
で
も
僅
か
に
一
分
間
か
二
分
間
で
廻
わ
り

終
わ
り
、
到
底
膝
栗
毛
時
代
の
市
内
公
園
で
は
満
足
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
一
方
に
は
市
中

の
商
工
業
益
々
発
達
し
て
市
民
の
生
活
状
態
愈
々
複
雑
と
な
り
器
械
的
と
な
り
神
経
の
刺
激
興

奮
甚
だ
し
い
が
為
に
時
々
静
か
な
天
然
に
接
し
休
養
す
る
こ
と
が
極
め
て
必
要
な
こ
と
と
な
り
、

こ
こ
に
市
民
の
衛
星
上
愈
々
完
全
な
大
公
園
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
が
、
し
か
し
市
中
に
は

最
早
経
済
上
大
地
積
の
公
園
を
造
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
り
、
ま
た
一
方
技
術
の
上
よ
り
見

て
到
底
市
中
に
完
全
な
公
園
を
造
る
こ
と
は
望
ま
れ
な
く
な
っ
た
。 

元
来
都
市
公
園
は
樹
木
に
適
当
し
て
居
な
い
そ
の
一
例
を
示
せ
ば
、
百
分
の
一
の
硫
黄
を
含

む
石
炭
の
煙
中
に
は
大
抵
二
千
分
の
一
の
亜
硫
酸
瓦
斯
［
ガ
ス
］
を
含
み
、
こ
の
瓦
斯
は
草
木
は

勿
論
人
畜
に
も
極
め
て
有
害
な
毒
物
で
あ
る
、
人
間
は
苦
し
く
な
れ
ば
他
所
へ
自
由
に
避
け
る

こ
と
が
出
来
、
あ
る
い
は
そ
の
害
毒
を
治
療
す
る
か
ら
左
程
に
も
思
わ
な
い
が
草
木
殊
に
樹
木

は
多
く
亭
々
と
し
て
聳
［
そ
び
］
え
て
居
る
の
で
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
故
に
植
物
は
普
通

こ
の
瓦
斯
中
に
数
分
間
包
ま
れ
る
時
は
た
ち
ま
ち
に
し
て
中
毒
し
て
枯
死
す
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
な
の
に
実
際
我
国
で
使
用
す
る
石
炭
に
は
大
抵
百
分
の
一
内
外
の
硫
黄
を
含
み
殊
に
下
等
の

石
炭
に
は
百
分
の
一
・
三
以
上
の
も
の
が
多
い
故
に
こ
れ
ら
石
炭
よ
り
発
生
す
る
煙
に
は
こ
れ

に
少
な
く
と
も
百
倍
以
上
の
空
気
を
混
和
し
百
万
分
以
下
の
弱
度
と
し
な
け
れ
ば
草
木
斑
に
人

畜
に
無
害
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
な
の
に
静
穏
の
日
に
は
毒
煙
は
宛
も
箒
の
様
に
一

里
も
二
里
も
の
先
で
殆
ど
空
気
を
混
和
す
る
こ
と
無
し
に
棚
引
く
も
の
で
有
る
か
ら
こ
れ
ら
の

毒
煙
に
包
ま
れ
て
公
園
そ
の
他
の
樹
木
の
枯
損
す
る
の
は
理
の
当
然
で
大
阪
住
吉
公
園
の
松
や

東
京
上
野
、
芝
公
園
の
松
、
杉
、
樅
［
も
み
］
等
が
枯
れ
尽
き
そ
う
と
し
つ
つ
有
る
は
根
を
踏
み

固
め
ら
れ
る
害
や
土
性
の
悪
変
さ
せ
る
こ
と
、
病
虫
害
な
ど
も
手
伝
う
も
の
で
は
有
る
け
れ
ど

も
そ
の
最
大
原
因
は
こ
の
煤
煙
で
あ
る
。 

右
の
理
由
に
よ
っ
て
市
中
に
は
技
術
上
完
全
な
大
公
園
を
造
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
み
な
ら

ず
土
一
升
金
一
升
の
高
値
な
市
中
に
自
動
車
で
駈
け
廻
れ
る
程
の
大
公
園
を
造
る
こ
と
は
到
底

出
来
な
い
。
そ
こ
で
市
の
外
に
大
公
園
を
造
る
事
に
な
っ
た
が
、
市
の
外
で
も
自
動
車
で
数
時

間
も
運
動
す
る
こ
と
の
出
来
る
様
な
大
公
園
は
到
底
そ
の
地
積
を
得
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
よ
う
に
大
公
園
に
な
る
と
到
底
従
来
の
よ
う
に
箱
庭
式
の
公
園
や
、
ま
た
仏
国
式
の
幾
何

345 
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楽
的
、
ま
た
規
則
的
な
庭
園
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
結
局
広
大
な
る
自
然
式
の
山
水
風
景

的
に
す
る
よ
り
仕
方
が
無
い
、
そ
れ
な
の
に
広
大
な
自
然
式
の
山
水
風
景
は
多
く
山
林
に
存
す

る
。
そ
こ
で
市
街
地
に
近
い
所
の
大
山
林
を
公
園
的
に
設
備
す
る
自
然
の
大
勢
と
な
り
市
街
地

附
近
の
大
森
林
は
い
ず
れ
も
そ
の
市
に
付
属
し
、
ま
た
は
そ
の
市
に
関
連
す
る
所
の
大
公
園
に

利
用
さ
れ
、
そ
の
森
林
に
は
従
来
の
林
業
と
し
て
利
用
す
る
取
扱
法
の
外
更
に
美
的
ま
た
は
公

園
的
取
扱
を
加
え
交
通
機
関
を
完
全
に
し
、
自
由
に
散
策
娯
楽
の
設
備
を
施
す
に
至
り
所
謂
森

林
公
園
な
る
も
の
を
生
ず
る
に
至
っ
た
。 

要
す
る
に
今
日
交
通
機
関
の
大
勢
は
遠
距
離
に
大
貨
物
を
運
ぶ
と
い
う
国
の
幹
線
は
未
だ
汽

車
で
あ
る
が
従
来
軽
便
鉄
道
や
汽
車
で
も
敷
設
し
よ
う
と
い
う
所
は
大
低
自
動
車
を
用
い
る
と

い
う
。
大
勢
で
あ
る
鉄
道
や
電
車
で
は
勾
配
や
曲
り
を
取
る
に
困
難
で
あ
る
と
新
に
軌
道
を
敷

設
す
る
た
め
に
多
数
の
田
畑
を
埋
め
大
資
本
を
固
定
す
る
損
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
自
動
車
道

は
今
日
の
道
を
少
し
拡
げ
て
三
間
以
上
四
間
位
に
す
れ
ば
十
分
で(

困
難
の
所
は
二
間
半
迄
辛

抱
出
来
る
、
尚
工
事
の
困
難
な
る
所
は
路
傍
の
溝
の
上
に
板
石
の
蓋
を
す
る
だ
け
で
も
今
日
の

県
道
を
三
尺
や
五
尺
拡
げ
る
こ
と
が
容
易
に
出
来
る)
た
だ
そ
の
容
易
に
拡
げ
得
る
余
地
の
あ

る
所
で
は
な
る
べ
く
四
間
ま
た
は
四
間
以
上
の
道
幅
と
し
そ
の
中
央
の
三
間
だ
け
完
全
な
る
砂

利
道
と
し
そ
の
両
側
は
芝
草
地
に
止
め
そ
の
外
に
排
水
溝
を
造
る
。
排
水
溝
を
な
る
べ
く
切
石

積
で
な
く
、
平
ら
な
広
い
溝
と
し
自
動
車
の
車
輪
が
溝
に
落
ち
る
こ
と
あ
る
も
直
に
走
り
出
る

こ
と
の
出
来
る
よ
う
に
造
る
の
が
宜
し
い
。
実
際
自
動
車
の
往
復
に
は
正
味
三
間
あ
れ
ば
宜
し

い
け
れ
ど
も
両
側
に
余
地
の
あ
る
程
安
心
し
て
走
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
自
動
車
道
の
中

で
断
崖
等
危
険
の
場
所
に
は
丈
夫
な
駒
寄
を
造
っ
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
自
動
車
道
の
勾
配
は
、

十
二
分
の
一
位
迄
は
結
構
で
極
端
は
八
分
の
一
極
く
、
短
距
離
で
道
幅
が
広
け
れ
ば
六
分
の
一

位
迄
行
け
る
か
ら
汽
車
や
電
車
に
比
し
て
余
程
道
が
短
く
な
っ
て
、
し
か
も
安
く
出
来
る
加
う

る
に
客
車
等
も
御
祭
等
必
要
の
時
に
は
、
ど
こ
か
ら
で
も
何
百
台
で
も
一
夜
の
内
に
持
て
来
て

使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
便
が
あ
る
。
故
に
私
は
こ
の
赤
穂
に
お
い
て
も
現
在
の
軌
道
以
外
に

は
こ
の
自
動
車
の
発
達
を
望
む
の
で
あ
る
。 

既
に
東
京
や
横
浜
に
お
い
て
三
千
台
近
く
の
自
動
車
が
出
来
て
私
共
の
よ
う
な
貧
乏
人
で
も

家
族
三
人
以
上
一
所
に
行
く
場
合
に
は
人
力
車
よ
り
余
程
安
く
行
く
の
で
、
つ
ま
り
今
日
で
は

経
済
上
人
力
車
よ
り
自
動
車
を
多
く
用
う
る
様
に
な
っ
た
殊
に
金
持
の
人
等
は
日
曜
毎
に
家
族

を
連
れ
て
箱
根
辺
に
東
京
横
浜
か
ら
自
動
車
で
遊
び
に
行
く
人
が
極
め
て
多
く
な
り
、
既
に
箱

根
で
は
二
千
数
百
尺
の
高
地
強
羅
附
近
に
は
温
泉
別
荘
地
の
計
画
成
り
遊
園
地
小
動
物
園
等
設

置
さ
れ
、
山
上
迄
自
動
車
を
通
じ
そ
の
他
の
地
方
も
大
部
分
自
動
車
道
に
改
造
し
た
と
い
う
大

勢
で
あ
る
。 

そ
う
い
う
自
動
車
と
か
自
転
車
と
か
均
一
制
の
電
車
と
か
い
う
も
の
に
乗
っ
て
行
く
と
従
来

の
街
に
あ
る
公
園
等
は
ど
ん
な
大
き
な
公
園
で
も
一
分
か
二
分
で
駈
廻
っ
て
［
か
け
ま
わ
っ
て
］

舞
う
故
に
従
来
よ
り
も
よ
り
広
大
な
る
公
園
を
要
求
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

市
中
に
お
い
て
は
地
面
に
限
り
が
あ
り
到
底
そ
う
い
う
広
大
な
る
面
積
を
取
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
み
な
ら
ず
、
元
来
朝
夕
見
慣
れ
た
所
の
街
の
中
よ
り
も
む
し
ろ
変
化
を
求
め
て
目
新
し
い

山
手
の
方
な
ど
の
公
園
に
行
く
こ
と
を
喜
ぶ
の
で
あ
る
、
ま
た
近
来
交
通
機
関
発
達
の
為
、
容

易
に
遠
方
の
公
園
に
行
き
得
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
し
た
が
っ
て
広
大
な
る
森
林
公
園
の
発

達
を
来
し
、
ま
た
実
際
東
京
は
昔
か
ら
四
里
四
方
と
い
わ
れ
昔
は
私
の
住
ん
で
居
る
渋
谷
辺
り

か
ら
浅
草
公
園
に
行
く
に
は
一
日
掛
り
で
し
た
が
、
今
は
電
車
で
東
京
中
端
か
ら
端
迄
六
銭
で

一
時
間
以
内
で
行
け
る
故
に
東
京
の
街
の
人
は
土
曜
日
と
か
日
曜
日
と
か
に
は
王
子
と
か
品
川

と
か
多
摩
川
と
か
街
の
外
に
散
歩
に
行
く
様
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
都
市
郊
外
に
も
こ
の
目
的
を

満
足
さ
せ
る
為
に
電
車
が
発
達
し
て
市
民
は
日
曜
日
と
か
祭
日
に
は
こ
の
電
車
や
自
動
車
を
利

用
し
て
郊
外
散
歩
に
出
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
し
た
が
っ
て
浅
草
や
日
比
谷
公
園
等
は
田
舎

か
ら
出
て
来
た
人
々
所
謂
赤
毛
布
の
行
く
所
に
な
っ
て
仕
舞
っ
て
も
う
市
民
は
日
比
谷
公
園
な

ど
へ
は
行
か
な
い
。
事
実
欧
米
の
市
中
の
公
園
は
最
早
子
守
や
子
供
の
遊
び
場
と
な
っ
て
市
民

は
大
低
街
か
ら
外
の
山
林
公
園
に
散
歩
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
為
に
街
の
周
囲
に
あ
る

森
林
の
一
帯
を
公
園
林
に
し
て
公
園
的
設
備
を
為
す
必
要
が
起
こ
り
従
っ
て
一
般
森
林
の
取
扱

い
方
を
数
う
る
林
学
中
に
特
に
こ
れ
ら
森
林
に
対
し
て
は
公
園
的
取
扱
い
を
な
す
為
に
森
林
美

学
と
い
う
新
し
い
学
科
が
出
来
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
私
の
専
門
講
座
と
し
て
居
る
造
林

学
の
一
部
分
と
し
て
多
年
こ
の
森
林
美
学
を
講
じ
、
特
に
近
年
は
農
科
大
学
の
講
義
と
し
て
造

園
学
の
講
義
を
設
け
一
般
風
景
的
園
芸
即
ち
庭
園
、
公
園
、
風
致
林
、
森
林
公
園
等
の
講
義
を
し

て
居
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
公
園
は
単
独
に
存
在
し
て
居
て
は
意
義
が
無
い
の
で
よ
く
そ
の
町
村
市
街
の
状
態

に
鑑
み
そ
れ
ら
を
連
絡
し
て
一
つ
の
公
園
系
統
と
い
う
も
の
に
作
り
上
げ
る
時
初
め
て
そ
の
利

用
存
在
の
意
味
が
明
に
な
る
の
で
こ
れ
は
近
来
の
都
市
計
画
の
眼
目
で
あ
る
、
当
地
方
に
お
い

て
も
そ
の
精
神
を
準
用
し
て
本
論
の
中
で
述
べ
る
こ
と
と
し
た
。 
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私
は
右
等
の
縁
故
に
よ
り
日
比
谷
公
園
の
設
計
を
初
め
と
し
そ
の
他
東
京
の
十
余
の
公
園
、

松
島
、
宮
島
、
名
古
屋
、
箱
根
、
日
光
、
奈
良
、
北
海
道
そ
の
他
ほ
と
ん
ど
日
本
に
お
け
る
大
き

な
公
園
は
間
接
ま
た
は
直
接
に
私
が
関
係
す
る
様
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。 

今
こ
こ
に
欧
羅
巴
［
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
］
に
お
け
る
森
林
公
園
の
実
例
を
挙
げ
て
見
る
と
仏
蘭
西

［
フ
ラ
ン
ス
］
の
巴
里
［
パ
リ
］
に
は
従
来
立
派
な
大
公
園
が
幾
つ
も
あ
り
殊
に
「
ボ
ワ
ド
ブ
ロ

ン
」
と
い
う
大
公
園
の
よ
う
な
の
は
そ
の
面
積
実
に
九
百
七
十
九
町
步
あ
る
世
界
一
の
立
派
な

大
公
園
な
る
に
か
か
わ
ら
ず
近
頃
で
は
巴
里
の
街
か
ら
八
里
距
っ
た
「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
」

と
い
う
所
に
森
林
公
園
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
元
那
破
崙
［
ナ
ポ
レ
オ
ン
］
一
世
が
住
ん
で
居
た
所

で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
一
万
七
千
町
歩
と
い
う
大
き
な
官
林
が
あ
る
。
そ
の
官
林
全
体
を
公
園
と

し
巴
里
か
ら
八
里
巴
距
っ
て
居
て
も
自
動
車
で
行
く
と
一
時
間
内
外
で
遊
び
に
行
く
に
程
よ
く

私
が
こ
の
公
園
に
行
っ
て
み
た
時
な
ど
は
汽
車
の
便
も
あ
る
か
ら
私
は
汽
車
で
行
き
そ
れ
か
ら

林
内
は
親
譲
り
の
自
動
車
で
行
っ
た
が
巴
里
か
ら
沢
山
の
人
が
自
動
車
に
乗
っ
て
遊
び
に
来
る

巴
里
市
か
ら
通
ず
る
道
幅
十
二
間
の
立
派
な
並
木
道
を
何
百
台
と
い
う
自
動
車
が
陸
続
と
し
て

走
っ
て
き
た
故
に
一
万
七
千
町
步
と
い
う
大
き
な
面
積
で
な
け
れ
ば
自
動
車
で
到
底
半
日
も
廻

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
仏
蘭
西
で
は
右
の
外
沢
山
の
森
林
公
園
が
出
来
た
、
そ
れ
か
ら
獨
逸
［
ド

イ
ツ
］
の
都
伯
林
［
ベ
ル
リ
ン
］
に
お
い
て
も
沢
山
な
大
公
園
が
あ
り
就
中
「
チ
ー
ヤ
ガ
ル
テ
ン
」

の
よ
う
な
の
は
二
百
五
十
七
町
歩
に
か
た
る
大
公
園
で
あ
る
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
更
に
そ

の
街
の
端
か
ら
続
い
て
居
る
所
の
「
ボ
ッ
ツ
ダ
ム
」
の
離
宮
に
達
す
る
間
、
数
千
町
步
に
か
た
る

松
林
を
悉
く
森
林
公
園
に
編
入
し
て
公
園
的
設
備
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
伯
林
か
ら
「
ボ
ッ
ツ

ダ
ム
」
離
宮
迄
は
一
面
の
砂
地
で
松
林
と
な
っ
て
居
る
か
ら
所
謂
白
砂
青
松
の
松
林
が
一
帯
に

森
林
公
園
に
な
っ
た
。
ま
た
私
が
永
く
遊
ん
で
居
り
ま
し
た
「
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
」
の
温
泉
場

の
公
園
林
は
元
来
「
バ
ー
デ
ン
」
と
は
湯
に
入
る
と
い
う
意
味
で
国
の
名
が
「
バ
ー
デ
ン
」
と
い

わ
れ
る
位
温
泉
で
有
名
な
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
獨
逸
連
邦
の
一
つ
で
そ
の
「
バ
ー
デ
ン
」
国
の

「
バ
ー
デ
ン
」
即
ち
「
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
」
に
私
は
長
く
滞
在
し
て
居
っ
た
、
し
か
も
温
泉
は

一
軒
し
か
な
い
。
但
し
こ
の
一
軒
の
温
泉
は
極
め
て
宏
壮
美
麗
な
る
石
造
の
大
建
物
で
多
数
の

一
人
入
り
の
温
泉
の
外
に
砂
風
呂
も
あ
り
蒸
気
風
呂
も
あ
り
湯
瀧
も
あ
り
、
ま
た
広
大
な
る
泳

ぎ
湯
も
あ
り
、
中
で
遊
泳
し
た
り
飛
び
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
ま
た
階
上
に
は
医
者

の
診
察
所
、
按
摩
器
械
、
そ
の
他
の
各
種
の
体
操
器
械
、
理
髪
所
等
実
に
完
備
し
て
居
り
善
美
を

つ
く
し
て
居
る
。
そ
の
一
箇
所
の
温
泉
の
為
に
非
常
に
沢
山
な
御
客
が
来
る
。
外
に
は
何
も
産

物
は
な
く
た
だ
そ
の
温
泉
ば
か
り
で
成
り
立
っ
た
所
で
あ
っ
て
人
口(

一
九
〇
五
年)

は
一
万
六

千
二
百
三
十
五
人
し
か
な
い
。
し
か
し
極
め
て
有
名
な
温
泉
場
で
浴
客
は
一
年
に
七
万
余
人
も

あ
る
、
非
常
に
よ
く
設
備
が
出
来
て
居
り
街
全
体
が
公
園
と
い
っ
て
よ
い
位
で
街
の
中
に
公
園

が
作
っ
て
あ
る
の
で
は
な
く
公
園
の
中
に
街
が
あ
る
い
っ
て
よ
い
位
で
あ
る
。
街
の
ど
こ
を
散

歩
し
て
も
芝
な
ど
は
綺
麗
に
刈
り
込
ん
で
あ
り
色
々
の
草
花
が
往
来
の
両
側
に
植
え
て
あ
る
か

ら
街
の
中
を
通
る
に
も
完
全
な
る
公
園
の
中
を
通
る
と
違
い
は
な
い
よ
う
な
設
備
が
し
て
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
尚
近
頃
は
自
動
車
が
盛
に
な
っ
て
来
て
自
動
車
に
乗
る
御
客
に
狭
い
街

の
み
で
は
い
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
で
は
長
く
逗
留
す
る
客
を
得
る
こ
と
が
出
来
な

い
と
い
う
の
で
近
頃
は
街
の
周
り
に
あ
る
北
側
の
五
千
町
步
の
御
料
林
と
ま
た
南
の
方
に
あ
る

三
千
町
步
の
官
林
を
合
わ
せ
て
八
千
町
歩
さ
い
う
も
の
を
公
園
林
に
編
入
し
て
立
派
な
道
路
を

造
っ
た
。
従
来
の
山
道
は
材
木
を
伐
っ
て
出
す
道
で
あ
る
か
ら
広
い
所
で
三
間
し
か
な
か
っ
た
。

私
が
行
っ
た
時
は
そ
の
三
間
幅
の
道
を
四
間
幅
に
広
げ
て
居
っ
た
。
そ
れ
か
ら
実
に
感
心
し
た

の
は
日
照
り
が
続
き
ま
す
と
多
少
埃
が
立
つ
。
そ
の
埃
を
鎮
め
る
為
八
千
町
歩
の
森
林
中
数
十

里
に
亘
る
［
わ
た
る
］
車
道
に
埃
が
立
た
な
い
様
に
水
を
撒
く
。
こ
れ
は
特
別
撒
水
車
が
あ
っ
て

一
頭
ま
た
は
二
頭
の
馬
で
ひ
く
大
き
な
箱
で
あ
る
。
そ
れ
を
谷
か
ら
瀧
の
落
ち
る
所
な
ど
に
廻

し
て
水
を
入
れ
て
そ
の
馬
で
毎
日
毎
日
ず
っ
と
撒
い
て
歩
く
。
そ
れ
は
朝
早
く
埃
の
立
た
な
い

中
に
落
葉
な
ど
を
箒
で
掃
い
て
そ
の
跡
に
水
を
撒
い
て
置
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
変
厄
介
な

事
と
思
っ
て
段
々
調
査
し
て
見
ま
し
た
が
道
の
修
繕
改
築
等
の
費
用
は
別
と
し
て
水
撒
き
と
掃

除
の
た
め
に
八
千
町
步
の
公
園
に
対
し
て
我
国
の
金
で
年
々
五
万
二
千
円
使
っ
て
居
る
。
そ
の

金
は
誰
が
出
す
か
と
い
う
と
山
林
か
ら
出
し
て
居
る
、
そ
れ
は
一
町
步
幾
ら
に
当
た
る
か
と
い

う
と
一
町
步
年
に
平
均
六
円
五
十
銭
一
反
步
六
十
五
銭
ず
つ
で
道
路
掃
除
、
水
撒
き
の
為
費
用

を
出
し
て
居
る
。
そ
ん
な
に
金
を
掛
け
て
は
山
林
の
収
入
が
減
じ
は
し
な
い
か
と
聞
い
て
見
た

所
が
小
林
区
所
長
の
い
う
の
に
一
向
に
減
ら
ず
却
っ
て
増
し
て
居
る
。
前
に
道
路
が
完
全
し
な

い
時
は
山
の
中
に
人
が
来
な
か
っ
た
、
そ
れ
が
為
に
山
の
中
で
は
枯
枝
と
か
枯
木
な
ど
は
誰
も

買
手
が
な
か
っ
た
所
が
今
日
は
道
が
よ
く
な
か
っ
た
為
に
山
の
中
に
御
客
が
沢
山
山
林
の
産
物

が
高
く
売
れ
る
様
に
な
り
利
益
を
増
し
た
と
言
わ
れ
た
、
こ
こ
に
注
意
し
て
置
く
べ
き
は
欧
米

諸
国
で
は
山
林
中
の
空
気
は
清
浄
で
あ
る
山
林
中
の
空
気
に
は
「
オ
ゾ
ン
」
と
い
う
物
質
が
あ

っ
て
肺
の
病
や
呼
吸
器
病
の
黴
菌
［
ば
い
き
ん
］
を
殺
す
働
き
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
山
林
中
に

住
み
山
林
中
を
駈
廻
り
山
林
の
空
気
を
呼
吸
し
て
居
れ
ば
、
色
々
の
病
気
は
癒
り
弱
い
人
が
丈

347 
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夫
に
な
り
殊
に
呼
吸
器
病
に
効
が
あ
る
と
い
う
医
者
の
説
を
信
じ
て
近
頃
で
は
谷
の
奥
の
方
の

四
方
鬱
蒼
た
る
森
林
を
も
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
幽
邃
な
所
に
「
ク
ー
ル
ア
ン
ス
タ
ル
ト
」
所
謂

保
養
院
が
沢
山
出
来
て
居
り
身
体
の
虚
弱
な
人
が
沢
山
保
養
し
て
居
る
、
そ
れ
で
お
か
し
い
話

が
あ
る
、
私
が
そ
の
所
の
森
林
調
査
に
来
た
時
に
小
林
区
署
長
が
案
内
し
た
こ
の
小
林
区
署
長

に
は
立
派
な
官
費
の
自
動
車
が
あ
る
。
そ
の
自
動
車
に
細
君
と
娘
さ
ん
と
私
と
を
乗
せ
て
一
日

山
の
中
を
案
内
し
よ
う
と
い
っ
た
、
と
こ
ろ
で
私
は
日
本
流
義
に
一
日
廻
る
な
ら
握
飯
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。
腹
が
減
っ
て
は
困
る
が
、
そ
ん
な
事
を
聞
く
も
お
か
し
い
か
ら
黙
っ
て
附
い

て
行
く
と
十
一
時
過
に
な
る
と
そ
の
山
の
中
に
あ
る
立
派
な
「
ホ
テ
ル
」
に
着
い
た
、
と
こ
ろ
が

そ
の
「
ホ
テ
ル
」
に
は
二
百
何
十
人
と
い
う
滞
留
客
が
居
て
毎
日
そ
の
附
近
の
山
林
を
散
歩
し

て
療
養
し
て
居
る
の
で
大
勢
の
客
と
共
に
「
ホ
テ
ル
」
の
前
の
芝
生
地
で
立
派
な
中
食
の
馳
走

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
客
人
は
温
泉
に
入
る
た
め
で
な
く
森
林
内
の
空
気
療
養
に
来
て
居

る
の
で
毎
日
山
林
中
を
運
動
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
こ
れ
ら
の
「
ホ
テ
ル
」
が
出

来
た
為
に
枯
枝
、
枯
木
あ
る
い
は
落
葉
の
様
な
も
の
迄
し
か
も
値
が
高
く
売
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
道
路
費
を
負
担
し
て
も
山
林
局
御
料
局
の
収
入
利
益
は
減
ら
な
い
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
澳
地
利
［
オ
ー
ス
ト
リ
ア
］
の
都
「
ウ
ィ
ン
」
に
お
き
ま
し
て
も
市
内
及
び
市
の
外

側
に
幾
多
の
大
公
園
が
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
市
を
囲
め
る
「
ウ
イ
ー
ナ
ー
ワ
ル
ド
」
を
い
う

大
森
林
及
び
草
生
地
全
体
を
数
年
前
二
千
万
円
に
て
買
入
れ
市
の
公
園
に
編
入
し
ま
し
て
「
ウ

イ
ン
」
市
人
の
保
養
行
楽
所
に
し
た
、
要
す
る
に
市
街
の
近
所
に
あ
る
森
林
は
そ
の
街
の
風
致

上
は
た
ま
た
街
の
保
養
散
歩
運
動
に
行
く
必
要
上
何
れ
も
公
園
林
と
し
て
普
通
の
山
林
事
業
の

外
に
公
園
的
の
取
扱
い
を
為
す
の
が
欧
米
文
明
国
今
日
の
大
勢
で
あ
る
。 

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
諸
君
こ
の
公
園
林
な
る
も
の
は
ど
の
よ
う
に
な
る
風
に
取
扱
う
か
と
い

う
に
、
こ
れ
は
農
科
大
学
の
造
園
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
委
し
く
述
べ
れ
ば
際
限
が
な

い
か
ら
極
大
体
だ
け
御
話
し
て
置
く
、
つ
ま
り
自
然
の
山
水
美
殊
に
森
林
美
、
樹
木
の
美
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
て
そ
の
市
の
風
致
風
景
上
あ
る
い
は
そ
の
市
の
人
の
娛
楽
に
適
当
に
さ
せ
る
よ

う
森
林
事
業
を
経
営
す
る
の
で
、
市
の
風
致
に
関
係
な
い
所
と
か
あ
る
い
は
市
の
人
が
行
く
こ

と
が
出
来
な
い
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
よ
う
な
所
は
全
く
普
通
の
山
林
事
業
と
同
じ
取
扱
い
を

為
す
の
で
あ
る
。
ま
た
街
か
ら
は
見
え
な
い
所
で
も
散
歩
す
る
道
路
か
ら
見
え
る
所
は
風
景
を

増
す
べ
き
樹
種
を
選
ん
で
植
え
る
。
即
ち
櫻
と
か
楓
と
か
椿
と
か
を
混
じ
て
植
え
、
且
つ
人
の

散
歩
に
行
く
道
の
両
側
に
は
多
少
公
園
的
設
備
を
す
る
。
例
え
ば
こ
の
辺
の
山
で
あ
る
と
ど
こ

ま
で
も
草
山
ば
か
り
で
風
景
が
単
調
で
飽
き
る
、
そ
う
い
う
所
に
は
そ
の
単
調
を
破
る
為
に
喬

林
を
仕
立
て
る
と
山
に
色
彩
り
が
出
来
、
ま
た
青
い
木
の
中
に
楓
や
櫻
の
様
な
赤
い
木
が
交
る

と
色
の
調
和
上
赤
い
も
の
は
い
よ
い
よ
赤
く
青
い
も
の
は
い
よ
い
よ
青
く
、
そ
の
色
が
活
き
て

く
る
。
こ
の
点
か
ら
森
林
の
中
の
道
路
に
お
い
て
も
松
、
杉
、
檜
等
の
真
黒
の
も
の
ば
か
り
で
は

飽
き
る
か
ら
華
麗
［
は
な
や
か
］
な
紅
葉
樹
ま
た
は
山
櫻
そ
の
他
の
潤
葉
樹
を
交
ぜ
て
植
え
ま

す
。
し
か
も
そ
れ
は
天
然
に
生
え
た
様
に
植
え
る
、
即
ち
人
工
林
の
山
の
様
に
樹
木
を
並
べ
て

植
え
る
と
か
列
を
正
し
て
一
間
置
き
に
植
え
る
と
か
い
う
よ
う
に
せ
ず
し
て
峯
に
松
が
あ
り
谷

間
に
櫻
が
あ
る
と
か
岩
の
上
に
躑
躅
［
つ
つ
じ
］
が
あ
る
と
か
自
然
そ
の
所
に
生
え
た
よ
う
に

不
規
則
に
植
え
る
よ
う
に
同
じ
木
を
植
え
る
に
し
て
も
従
来
の
並
木
の
様
に
一
目
し
て
人
が
植

え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
が
分
か
る
様
で
は
い
か
な
い
、
た
い
が
い
人
が
植
え
て
も
自
然
に

生
え
た
様
に
見
せ
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
原
則
と
し
て
「
森
林
公
園
は
そ
の
内
に
存
す
る
通
路

と
建
物
と
の
外
は
一
切
人
為
を
加
え
た
と
い
う
事
を
見
せ
な
い
様
に
す
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
ら
の
具
体
的
の
方
法
は
一
々
そ
の
場
所
に
適
当
し
た
方
法
が
あ
る
の
で
本
論
の
中
で
追
々

に
説
明
し
て
行
こ
う
と
思
う
。 

 

本
論 第

一
、
菅
の
台
避
暑
地
の
特
徴 

由
来
夏
季
を
利
用
す
る
高
原
避
暑
地
に
お
い
て
は
天
然
の
要
素
と
人
工
の
設
備
と
が
伴
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
、
た
だ
高
原
地
方
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
避
暑
地
に
適
当
す
る

と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
一
時
的
に
は
繁
栄
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
永
続
す
る
望

が
な
い
。
そ
れ
ら
の
要
素
の
内
主
要
な
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
気
候
の
冷
涼
、
物
資
供
給
の
潤
沢

滞
在
設
備
の
完
全
、
風
景
の
佳
良
、
交
通
機
関
の
関
係
等
で
あ
る
。
天
然
の
要
素
は
あ
る
程
度
ま

で
は
人
工
の
施
設
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

今
菅
の
台
の
避
暑
地
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
天
然
の
要
素
は
決
し
て
豊
富
で
あ
る
と
は
い
わ

れ
な
い
、
寧
ろ
人
工
的
施
設
を
待
っ
て
目
的
を
達
し
得
る
場
合
の
多
い
様
に
思
わ
れ
る
。
元
来

山
嶽
国
で
あ
る
信
濃
に
お
い
て
は
開
か
れ
て
い
る
溪
谷
即
ち
高
山
山
麓
地
帯
で
展
望
の
利
く
所

は
そ
の
数
に
乏
し
い
の
で
あ
る
が
管
の
台
は
そ
の
列
を
破
っ
て
開
豁
な
溪
谷
を
有
す
る
も
の
の

一
つ
で
あ
る
、
そ
し
て
高
原
地
方
風
景
美
の
骨
子
で
あ
る
溪
谷
美
と
原
野
美
と
を
併
有
し
て
居

る
観
が
あ
る
。
今
光
前
寺
の
台
に
立
っ
て
山
麗
平
原
を
遠
く
望
め
ば
八
ヶ
嶽
は
遙
に
雲
間
に
模

348 



本多静六・上原敬二著『信州駒ヶ岳森林公園と菅の台避暑地計画案』（大正十二年五月十日赤穂町商工会発行）の現代語訳 

- 105 - 
 

糊
と
し
て
聳
え
立
ち
、
背
後
に
は
霊
峯
駒
ヶ
岳
は
三
十
六
峯
の
秀
を
抽
き
千
古
の
雪
を
頂
い
て

高
く
雲
表
に
聳
え
て
［
そ
び
え
て
］
居
る
が
そ
の
山
嶺
は
実
に
呼
べ
ば
答
え
な
い
ば
か
り
指
呼

の
間
に
鮮
で
あ
る
。
そ
し
て
一
度
東
方
遙
に
眼
を
転
ず
る
と
そ
こ
に
は
天
龍
の
清
流
委
絶
と
し

て
日
夜
長
蛇
の
流
を
送
っ
て
行
く
、
加
え
る
に
こ
れ
ら
の
山
河
を
連
ね
て
大
田
切
の
溪
流
は
そ

の
名
の
よ
う
に
滾
［
た
ぎ
］
り
落
ち
る
力
物
凄
く
も
駒
ヶ
岳
八
千
八
溪
の
水
を
集
め
て
永
遠
に

天
龍
の
流
に
向
か
っ
て
い
く
所
真
に
溪
流
美
の
偉
大
な
も
の
が
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
山
水
共
に
そ
の
明
眸
を
望
み
得
る
所
は
伊
那
路
十
里
の
間
を
過
っ
て
た
だ
僅
に

こ
れ
を
赤
穂
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
か
切
石
ヶ
原
は
溪
谷
、

溪
流
及
び
原
野
に
加
え
る
に
山
嶽
と
背
景
と
遠
望
と
の
特
徴
を
持
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
こ
れ

ら
を
人
工
の
設
備
即
ち
第
一
に
交
通
機
関
に
よ
っ
て
巧
に
連
絡
す
る
に
お
い
て
は
何
れ
も
著
し

い
手
入
れ
を
加
え
な
い
で
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
赤
穂
の
避
暑
地
計
画
の
大

方
針
は
天
然
の
要
素
を
巧
に
利
用
し
必
要
以
外
の
手
入
れ
を
加
え
ず
人
工
の
施
設
を
完
全
に
し

て
天
然
の
欠
陥
を
補
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
将
来
理
想
的
の
避
暑
地
と
な
る
に
は
一
つ
に
人

工
施
設
の
完
備
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
で
あ
る
、
殊
に
外
人
向
き
の
避
暑
地
計
画
を
立
て
る
に

当
た
っ
て
は
一
層
こ
の
感
を
深
く
す
る
試
に
大
正
七
年
夏
季
お
け
る
我
国
有
数
の
外
人
向
き
避

暑
地
に
お
け
る
来
遊
及
び
滞
在
の
人
員
の
概
数
を
挙
げ
て
見
る
と
信
州
軽
井
沢
三
千
人
、
長
崎

県
温
泉
嶽
七
千
人
、
日
光
中
禅
寺
湖
五
千
人
、
静
岡
県
御
殿
塲
二
百
五
十
人
、
安
房
北
條
二
千

人
、
箱
根
七
千
二
百
人
し
か
も
そ
の
多
数
は
設
備
の
不
完
全
で
あ
る
が
為
に
空
し
く
滞
在
半
ば

に
し
て
引
き
上
げ
た
り
、
あ
る
い
は
初
め
か
ら
滞
在
の
意
志
な
く
し
て
来
遊
す
る
の
で
あ
る
、

彼
等
は
設
備
さ
え
完
全
に
そ
の
滞
在
に
満
足
を
与
え
る
な
ら
ば
夏
季
を
通
じ
て
そ
の
地
に
留
る

こ
と
を
希
望
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
菅
の
台
避
暑
地
に
し
て
将
来
設
備
を
完
全
に
す
れ
ば

こ
れ
ら
多
数
の
来
遊
外
人
を
迎
え
得
る
こ
と
は
火
を
み
る
よ
り
明
な
事
実
で
あ
る
。 

第
二
、
管
の
台
避
暑
地
計
画
の
方
針 

避
暑
地
の
内
容 

今
こ
こ
に
避
暑
地
経
営
の
方
針
を
述
べ
る
前
に
そ
の
内
容
と
な
る
も
の
を
列
挙
し
て
簡
単
に

説
明
を
加
え
よ
う
。
細
い
設
計
は
追
々
と
説
明
す
る
。 

一
、
菅
の
台
一
帯
避
暑
地
中
心 

こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
計
画
地
の
中
心
で
あ
る
大
田
切
川
の
流
域
に
あ
っ
て
開
濶
雄
大
の

景
あ
る
も
地
形
や
や
単
調
の
嫌
が
あ
る
人
工
の
設
備
を
完
全
に
す
る
外
は
な
い
。 

二
、
駒
ヶ
岳
及
び
不
動
瀧 

森
林
公
園
と
し
て
も
、
ま
た
登
山
の
目
的
と
し
て
も
こ
の
計
画
の
中
心
と
な
る
不
動
瀧
は
正

し
く
そ
の
山
系
中
唯
一
の
名
勝
地
で
あ
る
。 

三
、
共
楽
園 

大
田
切
川
の
断
崖
の
上
に
あ
る
公
園
で
あ
る
が
明
治
二
十
六
年
に
造
ら
れ
た
も
の
で
巳
に
公

園
と
し
て
の
結
構
を
備
え
て
居
り
眺
望
誠
に
よ
く
夏
季
に
お
け
る
遊
園
地
と
し
て
設
計
す
る
に

適
す
る
。 四

、
赤
須
城
趾
公
園 

天
龍
川
の
流
を
眼
下
に
眺
め
る
所
、
櫻
の
名
所
菅
沼
の
長
堤
を
望
ん
で
天
台
の
古
刹
長
春
寺

の
境
内
を
取
り
入
れ
て
そ
の
特
徴
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。 

五
、
馬
見
塚
［
ま
め
づ
か
］
公
園 

村
の
南
端
に
あ
る
小
公
園
で
、
こ
れ
は
水
景
を
中
心
と
し
秋
草
の
公
園
と
す
る
の
が
適
当
で

あ
る
、
ま
た
読
書
す
る
人
の
為
、
休
息
を
望
む
人
の
為
必
要
な
設
備
を
施
し
て
そ
れ
ら
の
要
求

を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。 

六
、
光
前
寺 

切
石
ヶ
原
の
続
き
駒
ヶ
嶽
山
脈
の
麓
に
あ
る
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
っ
て
こ
れ
が
避
暑
地
の
人

工
的
施
設
と
相
俟
っ
て
色
々
に
利
用
さ
れ
る
便
利
を
持
っ
て
居
る
。 

七
、
大
御
食
［
お
お
み
け
］
神
社
及
び
大
宮
五
十
鈴
［
い
す
ず
］
神
社 

前
社
は
郷
社
、
後
者
は
村
社
で
あ
る
が
何
れ
も
唯
一
の
產
土
神
神
社
で
あ
る
。 

以
上
を
巧
に
按
配
し
て
そ
の
特
徴
を
発
揮
し
滞
在
客
に
も
一
時
の
来
遊
客
に
も
、
登
山
の
人

に
も
、
ま
た
村
民
に
対
し
て
も
各
々
そ
の
土
地
に
飽
か
せ
ず
に
思
う
ま
ま
に
旅
行
の
楽
を
得
さ

せ
る
用
意
が
大
切
で
あ
る
。
今
そ
れ
ら
の
位
置
と
関
係
と
を
模
型
的
に
示
せ
ば
左
の
通
り
で
あ

る
。 

避
暑
地
計
画
の
根
本
方
針 

今
避
暑
地
計
画
の
根
本
方
針
を
挙
げ
て
見
れ
ば 

一
、
菅
の
台
一
帯
の
特
徴
を
発
揮
す
る
こ
と 

即
ち
山
嶽
、
溪
流
、
河
流
、
原
野
、
史
蹟
等
の
利
用
を
完
全
に
す
る
こ
と
。 

二
、
避
暑
地
計
画
は
第
一
期
よ
り
第
三
期
ま
で 

必
要
に
応
じ
て
順
次
施
行
す
る
こ
と
。 
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三
、
避
暑
地
を
中
心
と
し
て
探
勝
遊
覽
設
備
の
統
一
を
図
る
こ
と 

即
ち
、
第
一
廻
遊
路
線
駒
ヶ
岳
登
山
、
第
二
廻
遊
路
線
不
動
瀧
及
び
附
近
探
勝
、
第
三
廻
遊

路
線
廻
遊
公
園 

 

四
、
避
暑
地
期
成
会
ま
た
は
駒
ヶ
岳
保
勝
会
を
組
織 

郡
村
当
事
者
、
商
工
会
、
青
年
会
、
農
会
そ
の
他
直
接
間
接
関
係
あ
る
有
志
を
も
っ
て
会
員
と

し
、
更
に
そ
の
内
に
は
赤
須
城
趾
保
存
会
の
よ
う
に
部
分
的
に
小
会
を
作
り
相
協
力
し
て
発
展

の
方
策
を
樹
つ
る
こ
と
。 

以
上
施
業
の
方
針
は
各
々
そ
の
目
的
と
す
る
も
の
に
よ
っ
て
違
う
。
例
え
ば
内
地
人
に
対
す

る
と
外
人
に
対
す
る
と
、
一
時
の
滞
在
客
と
避
暑
滞
在
客
と
に
対
す
る
と
、
登
山
者
や
村
民
に

対
す
る
方
法
と
何
れ
も
違
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
経
営
当
事
者
の
常
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
そ
の
標
準
を
誤
る
と
折
角
の
苦
心
も
こ
れ
を
受
け
る
人
に
容
れ
ら

れ
な
い
で
不
快
の
感
を
与
え
た
り
、
村
民
の
葛
籐
を
起
こ
し
た
り
す
る
様
な
こ
と
と
な
り
結
局

折
角
の
設
備
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。
例
は
従
来
往
々
見
る
所
で
あ
る
。 

第
三
、
避
暑
地
計
画
事
業
の
分
期 

避
暑
地
計
画
の
み
で
な
く
公
園
で
も
住
宅
地
で
も
そ
の
事
業
計
画
を
立
て
る
時
に
当
た
っ
て

大
切
な
の
は
設
備
を
施
す
程
度
で
来
遊
者
の
割
合
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
多
額
の
費
用
を

投
じ
て
施
設
を
し
て
も
一
向
に
来
遊
者
が
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
要
求
す
る
所
に
一
致

し
な
い
と
い
う
様
で
は
折
角
の
経
営
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
ま
た
来
遊
者
は

盛
に
あ
っ
て
も
こ
れ
に
伴
う
設
備
が
な
く
て
も
困
る
。
こ
こ
に
お
い
て
か
来
遊
者
の
増
加
に
応

じ
て
必
要
の
程
度
を
考
え
て
施
設
を
す
る
こ
と
を
企
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
両
者
は
車

の
両
輪
の
様
に
密
接
な
関
係
に
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
内
で
大
切
な
こ
と
は
本
年
の
景
況
か
ら

判
断
し
て
翌
年
の
大
勢
を
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
設
備
を
加
え
よ
う
と
す
る
に
当
た
っ
て
果
し

て
よ
く
来
遊
者
の
要
求
を
満
足
す
る
否
か
を
色
々
な
方
面
か
ら
研
究
し
て
着
手
す
る
の
で
前
述

の
保
勝
会
な
ど
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
大
に
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。 

第
一
期
事
業 

一
、
測
量 

避
暑
地
の
計
画
は
単
な
公
園
ま
た
は
庭
園
の
設
計
と
異
な
り
住
宅
区
の
設
置
で
あ
る
か
ら
測

量
の
精
密
の
程
度
が
そ
れ
ら
よ
り
一
層
必
要
と
な
る
。
殊
に
溪
流
を
引
い
て
人
工
の
瀑
布
と
し

溜
池
を
す
る
場
合
な
ど
に
は
土
地
の
高
低
を
十
分
に
知
ら
な
け
れ
ば
時
に
水
が
逆
流
す
る
様
な

現
象
も
起
こ
る
。 

二
、
諸
般
の
調
査 

避
暑
地
の
成
立
す
る
上
に
必
要
な
総
じ
て
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
物
資
供
給
、
生
産
の

関
係
、
交
通
の
関
係
、
各
方
面
の
住
宅
地
の
比
較
調
査
、
来
遊
者
を
招
致
す
る
方
策
等
で
こ
れ
ら

調
査
は
保
勝
会
な
ど
で
委
員
分
担
と
す
れ
ば
宜
し
い
。 

三
、
地
割
り 

こ
こ
に
地
割
り
と
い
う
の
は
避
暑
地
全
体
を
遠
き
将
来
の
大
勢
を
察
し
て
大
体
方
針
の
下
に

分
割
し
各
々
今
後
の
施
設
設
計
の
基
を
分
か
つ
も
の
で
あ
る
。 

地
割
り
の
方
法
に
つ
い
て
そ
の
主
要
な
る
も
の
を
挙
げ
て
見
れ
ば 

（
イ
）
村
直
営
の
経
営
地 

村
に
お
い
て
直
営
と
す
る
区
域
を
い
う
の
で
そ
の
内
に
は
建
築
敷
地
例
え
ば
温
泉
、
料
理
店
、

旅
館
、
俱
楽
部
、
休
憩
所
、
展
望
台
等
、
次
に
運
動
塲
、
庭
園
、
公
園
、
道
路
敷
、
広
塲
、
前
庭
、

貯
水
池
、
養
魚
池
、
そ
の
他
必
要
な
設
備
に
供
す
る
敷
地 

（
ロ
）
住
宅
地 

避
暑
の
為
に
来
る
人
に
供
す
る
住
宅
地
貸
付
予
定
地
を
残
し
て
置
く
、
殊
に
外
人
の
為
に
は

一
区
画
別
に
と
っ
て
置
い
て
内
地
人
と
共
同
に
し
な
い
方
が
よ
い
か
ら
、
予
め
そ
の
区
域
を
想

定
し
て
置
く
こ
と 

（
ハ
）
売
却
地 

飛
地
ま
た
は
避
暑
地
計
画
上
不
用
と
な
る
土
地
は
売
却
し
て
そ
の
代
金
を
経
営
資
金
に
繰
り

入
れ
る
と
か
、
あ
る
い
は
交
換
に
よ
る
換
地
と
し
て
残
し
て
置
く
こ
と 

（
ニ
）
村
内
有
志
の
供
用
地 

村
内
有
志
は
土
地
開
発
の
必
要
上
一
般
避
暑
客
の
来
遊
を
誘
う
為
住
宅
を
経
営
す
る
の
は
必

要
の
こ
と
で
あ
っ
て
初
め
は
そ
の
村
民
の
み
を
目
的
と
し
て
も
経
営
維
持
さ
れ
て
行
く
位
の
程

度
を
標
準
と
す
れ
ば
消
極
的
で
は
あ
る
が
安
心
で
あ
る
、
そ
う
し
て
追
々
に
来
遊
者
を
目
的
と

し
て
発
展
さ
せ
る
。 

今
試
し
に
現
在
候
補
地
六
十
町
步
を
大
体
右
の
様
な
標
準
に
基
づ
い
て
配
当
し
て
見
る
と
左

の
通
り
に
な
る
。 

道 
 
 

路 
 
 
 

敷 
 
 
 

約
二
割 

十
二
町
步 

村 
 

直 
 

営 
 

地 
 
 
 
 

三
割 

十
八
町
步 
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住
宅
貸
付
地
及
び
売
却
地 

 
 
 
 

一
割 

六 

町
歩 

地
元
有
志
供
用
地 

 
 
 
 
 
 
 

三
割 

十
八
町
步 

雑 
 

用 
 

地 
 
 
 
 
 
 
 

一
割 

六 

町
步 

合 
 
 

計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
十
町
歩 

以
上
の
区
画
は
大
体
の
立
案
で
あ
る
が
そ
れ
ら
区
画
の
方
法
は
将
来
の
発
展
を
見
込
し
て
融

通
の
利
く
様
に
し
て
置
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
村
の
直
営
地
と
地
元
有
志
の
供
用
地

と
は
大
体
融
通
し
合
う
も
の
で
あ
る
が
売
却
地
な
ど
は
一
度
決
行
し
た
な
ら
、
最
早
取
り
戻
し

の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
土
地
の
発
展
の
為
必
要
な
最
小
限
度
に
止
め
て
置
く
べ
き
で
無

理
に
多
く
を
処
分
す
る
時
は
後
に
至
っ
て
後
悔
す
る
様
に
な
る
。 

ま
た
売
却
に
あ
た
っ
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
買
い
取
っ
た
人
が
住
宅
を
作
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
土
地
を
利
用
す
る
の
で
も
な
く
、
自
然
に
地
値
の
増
加
す
る
時

期
を
俟
っ
て
転
売
し
て
利
益
を
得
よ
う
と
い
う
考
え
の
下
に
買
い
取
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
初
め

に
注
意
し
て
契
約
す
る
必
要
が
あ
る
、
早
く
住
宅
地
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
建
物
を
増
や
そ
う

と
す
る
上
か
ら
い
け
ば
こ
の
契
約
は
当
然
の
必
要
で
あ
る
。
土
地
会
社
な
ど
に
経
営
さ
せ
る
と

資
金
の
関
係
上
初
め
は
売
却
を
急
ぐ
傾
向
が
あ
っ
て
後
に
な
っ
て
何
れ
も
経
営
上
の
統
一
を
欠

く
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
悪
例
は
中
々
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。 

も
し
将
来
管
の
台
一
帯
の
土
地
で
は
狭
い
と
い
う
様
な
発
展
の
状
態
に
達
し
た
時
は
誠
に
結

構
な
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
馬
見
塚
の
第
二
候
補
地
を
避
暑
地
と
し
て
使
用
す
れ
ば

宜
し
い
。 四

、
道
路
及
び
一
般
交
通
機
関 

管
の
台
避
暑
地
及
び
駒
ヶ
岳
登
山
に
は
東
西
何
れ
よ
り
す
る
も
中
央
線
辰
野
駅
に
出
で
同
所

よ
り
伊
那
電
車
に
よ
っ
て
赤
穗
村
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
そ
の
間
行
程
実
に
九
里
、
現
在
で
は

優
に
二
時
間
は
か
か
る
。
こ
の
時
間
短
縮
は
他
の
設
備
の
様
に
容
易
に
改
善
さ
れ
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
夏
季
は
特
に
電
車
運
転
の
系
統
に
つ
い
て
当
事
者
と
協
議
を
重
ね
た
上
院
線
連
絡

の
時
間
に
発
車
す
る
も
の
は
一
日
四
五
回
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
高
遠
原

ま
で
の
間
主
要
駅
に
だ
け
停
車
す
る
こ
と
に
し
て
時
間
の
短
縮
を
企
て
れ
ば
来
遊
者
に
と
っ
て

至
大
の
便
利
で
あ
る
。
元
来
中
央
線
の
列
車
は
甚
だ
不
快
な
る
も
の
で
あ
る
に
加
え
て
、
下
車

し
て
か
ら
ま
た
も
二
時
間
を
要
す
る
の
は
更
に
苦
痛
を
増
す
の
で
あ
る
。
運
転
の
方
法
に
よ
っ

て
は
赤
穂
ま
で
一
時
間
半
な
い
し
一
時
間
位
に
短
縮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
次
に
伊
那
か

ら
大
田
切
、
赤
穂
、
小
町
屋
、
伊
那
福
岡
の
四
停
留
場
に
至
る
乗
車
賃
金
は
何
れ
も
均
一
に
し
、

赤
穂
駅
を
中
心
と
し
て
何
れ
で
下
車
し
て
も
差
支
え
な
い
こ
と
と
し
避
暑
地
行
き
の
便
宜
を
図

る
こ
と
に
す
る
。 

赤
穂
停
留
塲
は
避
暑
地
の
入
口
と
し
て
大
切
な
関
門
で
あ
る
か
ら
相
当
の
設
備
を
加
え
る
。

ま
ず
停
留
場
前
に
は
案
内
所
を
設
け
人
力
車
、
馬
車
、
自
動
車
等
の
集
散
地
と
し
、
総
じ
て
施
設

は
こ
こ
を
中
心
と
し
て
計
画
さ
れ
統
一
す
る
方
針
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
道
路
で
も

交
通
の
機
関
で
も
物
資
供
給
で
も
何
れ
も
そ
の
中
心
地
と
し
て
設
備
を
集
中
す
る
。 

次
に
道
路
に
つ
い
て
説
明
す
れ
ば
元
来
道
路
と
い
う
も
の
は
通
行
を
目
的
と
す
る
も
の
と
あ

る
目
的
物
至
る
た
め
の
方
便
と
し
て
造
ら
れ
る
も
の
と
が
あ
る
、
こ
こ
に
い
う
公
園
連
絡
の
道

路
の
よ
う
な
の
は
連
絡
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
即
ち
通
行
の
目
的
で
あ
る
が
、
駒
ヶ
岳
連
峰
内

の
森
林
公
園
の
道
路
な
ど
は
通
行
と
い
う
よ
り
も
景
勝
を
探
る
の
が
目
的
で
あ
る
、
ど
ん
な
に

立
派
な
風
景
が
あ
っ
て
も
こ
れ
に
達
す
る
道
路
が
な
け
れ
ば
好
風
景
も
無
駄
に
埋
れ
て
世
の
人

の
眼
に
触
れ
る
機
会
が
な
い
、
例
え
て
い
え
ば
宝
庫
の
中
に
稀
代
の
宝
物
を
仕
舞
い
込
ん
で
置

い
て
も
、
こ
れ
を
開
く
鍵
が
な
け
れ
ば
世
入
の
鑑
賞
に
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
と
同
じ
で

あ
る
。
道
路
は
正
し
く
こ
の
鍵
で
あ
る
。 

故
に
散
歩
逍
遙
の
た
め
の
道
路
は
道
幅
な
ど
必
ず
し
も
規
定
通
り
で
な
く
て
も
よ
い
。
例
え

ば
六
尺
と
定
め
て
設
計
は
し
て
も
、
時
に
五
尺
で
も
ま
た
七
尺
で
も
よ
い
。
交
通
本
位
の
道
路

で
あ
っ
て
も
自
動
車
の
通
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も
四
間
は
必
要
で
あ
る
が
、
地
形
の
関
係
上

短
距
離
の
間
だ
け
な
ら
二
間
半
ま
で
は
差
し
支
え
な
い
、
道
の
両
側
に
あ
る
排
水
溝
に
は
石
の

蓋
を
し
て
道
敷
を
拡
げ
る
こ
と
さ
え
も
出
来
る
。 

次
に
路
網
の
配
置
を
考
え
て
見
る
の
に
大
凡
左
の
通
り
で
あ
っ
て
、
必
要
の
程
度
も
ま
た
第

一
路
線
よ
り
順
次
第
五
路
線
に
及
ぶ
殊
に
第
一
路
線
は
赤
穗
村
の
中
心
区
域
と
避
暑
地
と
を
結

ぶ
幹
線
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
も
早
く
現
在
の
路
線
を
改
修
し
必
要
の
機
会
至
ら
な
け
れ
ば
自

動
車
を
運
転
し
て
連
絡
を
と
る
こ
と
と
す
る
。 

第
一
路
線 

赤
穂
を
起
点
と
し
西
行
し
て
大
宮
五
十
鈴
神
社
前
を
過
ぎ
避
暑
地
に
至
り
更
に
光
前
寺
門
前

に
到
る
も
の
、
こ
れ
延
長
約
一
里
十
町 

第
二
路
線 

小
町
屋
停
留
場
よ
り
光
前
寺
山
門
に
至
り
前
記
第
一
路
線
を
合
す
る
も
の 
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第
三
路
線 

第
一
路
線
の
大
宮
五
十
鈴
神
社
前
よ
り
分
岐
し
、
馬
見
塚
公
園
に
到
り
更
に
伊
那
福
岡
停
留

場
に
到
る
も
の 

第
四
路
線 

小
町
屋
停
留
場
よ
り
大
御
食
神
社
を
経
て
赤
須
城
趾
に
至
り
、
更
に
赤
穂
停
留
場
に
達
す
る

も
の 

第
五
路
線 

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
に
は
共
楽
園
よ
り
福
岡
に
至
る
県
道
を
利
用
す
る
も
の 

以
上
何
れ
も
現
在
の
道
路
を
改
修
し
路
線
を
正
し
く
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
来
遊
者
の
増
加

す
る
に
従
い
自
動
車
運
転
の
必
要
と
な
る
時
機
が
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
様
に
将
来
は

少
な
く
と
も
二
間
半
な
い
し
四
間
に
拡
張
し
得
る
だ
け
の
予
定
を
も
っ
て
計
画
し
て
置
く
べ
き

で
あ
る
。 

第
一
路
線
の
南
側
に
は
ま
ず
並
木
を
植
え
る
、
殊
に
南
側
か
ら
強
い
日
射
を
受
け
る
か
ら
夏

季
は
殊
に
緑
陰
の
必
要
を
感
じ
る
上
か
ら
並
木
は
第
一
に
着
手
す
べ
き
事
業
で
あ
る
。
樹
種
は

町
に
近
い
方
に
は
プ
ラ
タ
ヌ
ス
を
選
び
、
避
暑
地
近
く
に
な
る
に
従
い
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
を
所
々
に
混
じ
て
列
植
と
し
、
三
四
十
間
毎
に
ケ
ヤ
キ
を
挟
め
ば
、
出
来
上
が
っ
た
後
に

は
美
し
い
も
の
と
な
る
。
但
し
高
さ
は
何
れ
も
九
尺
前
後
、
目
通
り
周
囲
四
五
寸
の
大
苗
木
を 

植
え
る
の
で
植
栽
の
後
は
幹
や
根
の
保
護
を
十
分
に
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
路
線
の
関
係
は
後
に
廻
遊
公
園
の
項
に
入
っ
て
再
び
説
明
す
る
、
ま
た
こ
れ
ら
路
網

は
別
図
に
示
し
て
置
い
た
。 

第
二
期
計
画 

第
二
期
は
即
ち
本
来
の
事
業
で
あ
っ
て
、
ま
た
眼
目
と
す
る
所
で
あ
る
。
そ
の
要
項
は
左
の

通
り
で
あ
る
が
こ
れ
は
項
を
新
に
し
て
述
べ
よ
う
と
思
う
。 

一
、
菅
の
台
一
帯
の
避
暑
地
計
画 

二
、
駒
ヶ
岳
登
山
の
順
路 

三
、
不
動
瀧
及
び
そ
の
附
近
の
探
勝 

四
、
廻
遊
公
園 

第
四
、
管
の
台
避
暑
地
設
計 

菅
の
台
と
は
俗
称
で
あ
っ
て
、
実
は
切
石
ヶ
原
籠
ヶ
澤
前
山
を
中
心
と
す
る
一
円
の
丘
陵
地

が
今
回
の
避
暑
地
経
営
の
区
域
で
あ
っ
て
、
北
の
境
に
は
太
田
切
川
流
れ
西
は
赤
穗
村
有
林
、

東
は
新
に
開
墾
し
よ
う
と
す
る
耕
地
に
接
し
面
積
約
六
十
町
夢
を
算
し
、
そ
の
中
に
は
数
条
用

水
が
流
れ
て
い
る
。 

今
主
要
な
設
備
を
説
明
し
て
見
れ
ば 

一
、
建
築
的
施
設 

避
暑
地
全
体
を
通
し
て
建
築
上
に
は
建
築
内
規
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
作
り
た
い
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
配
置
、
榛
式
、
構
造
等
出
来
る
だ
け
統
一
あ
る
方
針
の
下
に
建
築
し
た
い
と
思
う
、
こ

れ
軽
井
沢
の
様
に
比
較
的
広
大
な
地
方
に
た
だ
別
荘
が
散
在
し
て
居
る
の
と
は
異
な
り
狭
い
纏

ま
っ
た
区
域
に
住
宅
地
を
建
設
す
る
の
で
あ
っ
て
併
せ
て
高
原
の
避
暑
地
の
特
長
を
気
分
と
を

表
わ
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
建
築
法
は
現
在
の
様
に
建
築
様
式
過
渡
時
代
に
あ
っ

て
は
、
か
な
り
実
行
は
困
難
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
此
の
考
は
時
世
に
先
行
す
る
も
の
で
経

営
者
に
し
て
深
謀
遠
慮
の
下
に
敢
然
こ
の
計
画
を
実
行
す
る
な
ら
ば
必
ず
十
数
年
の
後
に
お
い

て
こ
の
立
案
の
正
当
に
し
て
、
ま
た
時
世
を
洞
察
し
た
計
画
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く

時
代
が
来
る
に
違
い
な
い
。
即
ち
そ
の
方
針
と
し
て
建
築
に
統
一
あ
ら
し
め
周
囲
と
調
和
さ
せ

様
と
す
る
に
は
洋
風
建
築
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
建
物
の
輪
廓
線
の
鮮
さ
と
屋
根
や
壁

面
の
装
飾
に
意
匠
を
凝
ら
す
建
物
で
な
け
れ
ば
こ
れ
高
原
の
気
分
に
添
わ
な
い
の
で
あ
る
、
和

風
の
陰
気
な
建
物
を
許
し
て
造
ら
れ
て
は
折
角
の
計
画
を
引
き
立
た
な
い
。
し
か
し
絶
対
に
和

風
建
築
を
許
さ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
風
致
上
特
に
焦
点
と
な
る
区
域
に
は
必
ず
洋
風
と
し

八
目
に
触
れ
な
い
区
域
に
は
和
風
で
差
し
支
え
な
い
こ
と
に
す
れ
ば
よ
い
。 

そ
れ
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
建
築
物
を
設
け
る
か
と
い
え
ば
大
体
左
の
通
り
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。 

（
イ
）
避
暑
地
入
口 

赤
穂
停
留
場
よ
り
避
暑
地
に
達
し
た
時
は
そ
こ
に
何
か
標
識
と
な
る
も
の
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
。
言
い
換
れ
ば
避
暑
地
入
口
の
広
場
と
い
う
様
な
も
の
を
作
り
弦
に
自
動
車
、
人
力
車
等

の
駐
車
場
を
置
き
、
ま
た
避
暑
地
事
務
所
あ
る
い
は
楽
内
所
の
様
な
も
の
を
も
作
る
。 

（
ロ
）
倶
楽
部
兼
用
料
理
店
及
び
旅
館 

籠
ヶ
澤
前
山
の
高
地
を
選
ん
で
村
直
営
の
俱
楽
部
兼
用
の
料
理
店
を
建
築
す
る
、
そ
う
し
て

当
初
は
従
来
村
内
行
っ
た
集
会
や
宴
会
な
空
を
こ
こ
に
移
す
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
が
自
然
と
地

元
繁
栄
の
基
と
な
る
の
で
あ
る
。
建
築
木
骨
様
式
は
近
世
式
二
階
建
て
に
す
る
。 
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こ
れ
に
て
旅
館
を
作
る
。
し
か
し
こ
れ
は
い
く
ら
か
発
展
し
て
避
暑
客
の
数
が
増
加
し
て
か

ら
で
も
宜
し
い
。
こ
れ
前
山
と
い
う
の
は
全
区
域
中
眺
望
最
も
よ
く
土
地
が
高
燥
で
あ
る
か
ら

重
要
な
建
物
は
皆
こ
こ
に
集
め
て
建
て
る
こ
と
に
す
る
、
前
に
述
べ
た
村
直
営
地
の
中
心
と
な

る
の
は
恐
ら
く
前
山
で
あ
ろ
う
。
料
理
店
は
現
在
こ
そ
兼
用
に
し
て
あ
る
が
将
来
発
展
し
た
暁

に
は
別
に
独
立
し
た
一
棟
を
建
て
る
の
も
宜
し
い
、
次
で
温
泉
場
、
娯
楽
室
、
演
技
場
、
音
楽
堂

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
て
計
画
す
る
の
で
今
は
そ
の
整
地
だ
け
を
選
定
し
て
置
け
ば
十
分

で
あ
る
。 

（
ハ
）
水
泳
場 

倶
楽
部
に
接
し
て
一
廓
を
作
り
こ
れ
に
水
を
導
い
て
来
て
夏
季
の
水
泳
場
に
す
る
、
外
は
天

幕
で
覆
っ
て
も
宜
し
い
。
あ
る
い
は
野
天
で
宜
し
い
、
大
き
さ
は
幅
二
十
間
長
さ
四
十
間
位
で

底
に
浅
い
所
は
三
尺
深
い
所
で
九
尺
位
あ
れ
ば
自
由
に
泳
ぐ
こ
と
が
出
来
る
。
地
盤
よ
も
低
く

掘
り
下
げ
る
の
で
水
位
は
丁
度
宜
し
い
。
こ
の
水
は
こ
れ
よ
り
更
に
低
い
所
へ
落
と
し
て
、
ま

た
一
つ
の
水
泳
場
を
作
る
こ
ち
ら
は
一
般
公
衆
用
と
し
自
由
に
誰
で
も
水
泳
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
こ
ち
ら
は
や
や
大
き
い
の
で
幅
三
十
間
長
さ
六
十
間
位
で
中
央
に
噴
泉
を
作
り
飛
込
み
臺
、

船
、
筏
［
い
か
だ
］、
板
子
そ
の
他
遊
泳
に
必
要
な
設
備
を
施
し
水
辺
に
脱
衣
場
を
置
き
監
視
人

を
置
く
。
ま
た
売
店
を
設
け
る
、
こ
れ
両
方
の
水
泳
場
の
間
に
は
人
工
で
瀧
を
落
と
す
こ
と
に

す
る
。
水
底
は
粘
土
質
の
赤
土
を
五
六
寸
厚
み
に
堅
く
敲
き
堅
め
、
そ
の
上
に
砂
利
を
三
四
寸

の
厚
さ
に
敷
き
固
め
れ
ば
透
水
す
る
憂
は
な
い
。 

（
ニ
）
誘
い
の
住
宅- 

村
内
有
志
は
ま
ず
誘
い
と
し
て
避
暑
地
区
域
の
内
に
率
先
し
て
二
三
の
住
宅
建
築
を
造
る
の

が
経
営
地
発
展
の
一
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
別
荘
建
築
の
範
と
な
り
同
時
に
こ
の
地

方
住
宅
の
典
型
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
誘
い
の
意
味
を
十
分
に
現
わ
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
そ
れ
に
は
明
る
い
バ
ン
ガ
ロ
ー
式
な
ど
が
宜
し
く
軽
く
て
明
る
い
直
線
の
多
い
型

に
し
て
壁
面
を
屋
根
と
に
意
を
用
い
前
庭
な
ど
も
努
め
て
花
園
と
し
従
来
よ
り
木
柵
を
透
し
て

庭
内
の
花
が
見
ら
れ
る
様
な
構
造
も
面
白
い
。 

（
ホ
）
諸
種
の
小
建
築 

休
憩
所 

諸
所
に
無
料
休
憩
所
を
設
け
接
待
の
湯
茶
な
ど
を
供
え
る
。 

展
望
台 

眺
望
の
良
い
箇
所
に
は
展
望
台
を
設
け
る
、
そ
れ
も
一
様
な
形
と
し
な
い
で
あ
る

場
合
に
は
四
阿
風
に
、
あ
る
場
合
に
は
櫓
［
や
ぐ
ら
］
の
様
に
組
立
て
と
し
時
に
は
小
住
宅
風
に

し
て
よ
く
周
囲
の
景
致
と
調
和
す
る
様
な
体
裁
を
選
ぶ
こ
と
と
す
る
。 

喫
茶
店 

来
遊
者
の
多
い
時
に
は
諸
所
に
簡
単
な
喫
茶
店
を
作
り
極
め
て
手
軽
に
茶
を
飲
み
休

息
の
出
来
る
様
な
設
備
を
す
る
。 

（
へ
）
貯
水
池 

避
暑
地
の
東
に
は
新
た
に
開
墾
さ
れ
よ
う
と
い
う
数
十
町
步
の
水
田
が
あ
る
。
こ
れ
に
灌
漑

［
か
ん
が
い
］
す
る
水
は
太
田
切
川
よ
り
引
い
て
来
る
の
で
、
そ
の
途
中
に
一
つ
貯
水
池
を
設

け
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
か
か
る
用
の
目
的
の
み
で
な
く
避
暑
地
に
お
け
る

風
致
の
一
つ
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
試
み
れ
ば
面
白
い
村
の
計
画
に
よ
れ
ば
約
一
万
坪
の
敷
地

を
選
ん
で
あ
る
の
で
こ
こ
に
は
夏
季
の
間
ボ
ー
ト
、
和
船
等
を
用
意
し
て
置
き
周
囲
の
馬
踏
に

は
日
陰
と
な
る
樹
木
を
植
え
れ
ば
水
辺
の
散
策
に
適
当
す
る
。 

（
ト
）
競
馬
場 

将
来
は
必
要
に
応
じ
て
運
動
会
も
設
け
る
し
、
ま
た
競
馬
場
を
さ
え
設
け
る
こ
と
も
あ
る
が

た
め
予
め
そ
れ
だ
け
区
域
を
予
定
し
て
置
く
。
競
馬
場
に
関
連
し
て
は
馬
術
練
習
場
、
馬
見
所
、

馬
場
、
馬
房
敷
地
等
を
つ
い
で
に
予
定
し
て
置
く
、
外
人
の
避
暑
客
を
迎
え
る
場
合
に
は
或
い

は
案
外
早
く
そ
の
必
要
を
見
る
か
も
知
れ
な
い
。 

二
、
造
園
的
施
設 

避
暑
地
全
体
が
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
以
上
余
り
に
多
く
粉
飾

す
る
必
要
は
な
い
。 

（
イ
）
牧
場
地
の
選
定 

避
暑
地
滞
在
客
に
新
鮮
な
牛
乳
を
供
給
す
る
目
的
を
も
っ
て
乳
牛
の
放
牧
地
を
定
め
る
の
は

避
暑
地
設
備
の
大
切
な
条
件
で
あ
る
。
そ
の
区
域
は
余
り
に
人
家
近
い
所
で
は
蠅
［
は
え
］
の
発

生
が
多
く
衛
生
上
宜
し
く
な
い
。
今
そ
の
条
件
に
協
う
候
補
地
を
物
色
し
て
見
る
と
第
一
候
補

地
は
俗
に
古
城
と
い
う
地
点
で
こ
こ
は
勾
配
緩
く
方
向
も
よ
く
土
地
高
燥
に
草
の
発
生
も
十
分

で
あ
る
、
第
二
候
補
地
は
黒
川
の
発
電
所
よ
り
峯
へ
登
っ
た
所
の
東
側
で
前
者
に
比
べ
て
地
況

は
劣
る
け
れ
ど
も
管
理
上
便
利
が
多
い
と
い
う
長
所
が
あ
る
。 

（
ロ
）
養
魚
池 

養
魚
池
の
設
備
は
こ
こ
の
様
に
水
量
に
豊
富
で
勾
配
が
十
分
な
所
で
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。

こ
れ
は
避
暑
地
居
住
者
に
新
鮮
な
魚
族
を
供
給
す
る
目
的
で
あ
る
か
ら
土
地
の
生
産
的
利
用
で

あ
る
、
そ
の
構
造
は
高
い
所
か
ら
段
々
に
一
反
步
位
宛
仕
切
っ
て
造
る
の
で
水
の
流
れ
の
工
合

353 
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も
魚
の
繁
殖
も
宜
し
い
、
そ
の
中
に
飼
養
す
る
も
の
は
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
ア
メ
マ
ス
、
コ
ヒ
、

ウ
ナ
ギ
、
ド
ゼ
オ
、
ス
ッ
ポ
ン
、
フ
ナ
の
類
と
し
そ
の
中
に
あ
る
池
は
釣
堀
の
用
に
供
し
避
暑
客

の
慰
み
に
魚
釣
り
を
さ
せ
る
も
一
興
で
あ
る
。
そ
の
設
備
と
し
て
は
水
辺
に
茶
店
を
作
り
釣
道

具
一
切
を
貸
付
け
る
こ
と
と
し
釣
高
に
応
じ
て
質
金
を
支
払
わ
せ
る
と
か
、
あ
る
い
は
回
数
制

度
に
す
る
の
も
面
白
い
。
ま
た
池
の
中
へ
釣
台
を
張
り
出
す
か
桟
橋
を
丁
字
形
に
持
ち
出
し
て

水
面
を
成
る
べ
く
多
く
の
人
が
利
用
し
易
い
様
に
区
分
す
る
。
こ
の
池
に
放
養
す
る
の
は
比
較

的
大
き
い
も
の
を
選
び
あ
ま
り
餌
を
与
え
ず
に
置
く
方
が
宜
し
い
。 

（
ハ
）
太
田
切
川
堤
防
櫻
樹
の
植
栽 

太
田
切
川
の
右
岸
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
大
苗
木
を
並
木
状
に
二
三
列
に
植
え
る
。 

（
ニ
）
植
樹
帯 

籠
ヶ
澤
前
山
下
の
広
場
に
地
盛
り
し
て
約
五
千
坪
程
の
大
運
動
場
を
作
る
、
こ
れ
を
し
て
芝

生
帯
を
作
り
そ
の
周
囲
に
は
並
木
を
植
え
て
飾
り
と
す
る
、
そ
の
樹
種
は
イ
テ
フ
、
ケ
ヤ
キ
の

よ
う
な
も
の
を
用
い
、
そ
う
し
て
諸
種
の
建
築
物
即
ち
料
理
店
、
旅
館
、
公
会
堂
、
倶
楽
部
等
を

運
動
場
と
の
連
絡
ま
た
は
川
岸
沿
の
並
木
道
の
連
絡
は
所
謂
散
歩
道
の
体
裁
と
し
短
い
距
離
に

は
道
幅
を
広
く
し
て
並
木
を
二
列
な
い
し
四
列
に
植
え
長
い
距
離
に
は
そ
の
道
筋
の
配
置
を
考

え
て
単
調
に
及
ば
な
い
様
に
連
絡
し
要
す
る
に
全
体
の
経
営
地
を
一
団
と
し
て
統
一
あ
る
配
置

を
作
る
こ
と
と
す
る
。
即
ち
一
大
公
園
の
中
に
住
宅
あ
り
運
動
場
あ
り
そ
の
他
の
設
備
が
整
っ

て
い
る
様
に
す
る
。
従
っ
て
運
動
場
は
そ
れ
だ
け
て
意
味
を
な
す
も
の
で
な
く
他
の
も
の
と
結

び
つ
い
て
初
め
て
意
味
を
な
す
と
い
う
様
に
全
体
か
ら
見
て
設
計
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。 

（
ホ
）
果
樹
園 

果
樹
園
は
設
備
の
中
で
第
一
に
作
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
果
樹
の
生
長
は
花
や
草
の
生

長
の
様
に
一
朝
一
夕
の
も
の
で
な
い
か
ら
早
く
か
ら
植
栽
し
て
置
く
。
そ
う
し
て
こ
れ
は
実
用

と
い
う
意
味
か
ら
い
っ
て
も
大
切
で
あ
る
。
外
人
避
暑
客
に
新
鮮
な
果
物
を
供
給
す
る
の
で
放

牧
場
と
共
に
高
原
生
活
の
楽
し
み
で
あ
る
。
こ
の
辺
で
は
萃
果
［
り
ん
ご
］、
葡
萄
、
梨
、
柿
、

桃
、
櫻
桃
、
李
、
そ
の
他
適
当
な
も
の
を
少
し
ず
つ
栽
培
し
て
置
く
の
で
実
際
に
は
需
要
が
増
し

て
来
た
ら
他
の
地
方
か
ら
供
給
し
て
貰
っ
て
も
良
い
か
ら
と
に
か
く
こ
こ
で
新
鮮
な
も
の
が
出

来
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
目
的
が
達
せ
ら
れ
れ
ば
宜
し
い
。 

（
へ
）
花
園 

花
園
、
花
壇
な
ど
に
は
そ
の
季
節
季
節
の
花
物
を
植
え
て
高
原
の
気
分
を
柔
げ
紅
紫
と
り
ど

り
の
美
観
を
添
え
併
せ
て
実
用
上
切
花
な
ど
に
し
て
外
人
向
き
に
需
要
の
多
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
地
方
特
有
の
高
山
植
物
を
集
め
一
つ
の
高
山
植
物
園
を
作
っ
て
置
く
の
も
興
味
の
あ

る
設
備
で
あ
る
、
栽
培
の
困
難
な
も
の
や
特
殊
の
設
備
を
し
な
け
れ
ば
育
た
な
い
も
の
な
ど
は

止
め
て
も
宜
し
い
。 

（
ト
）
動
物
舎 

水
禽
類(

カ
モ
、
パ
ン
、
オ
シ
ド
リ
、
ク
ヒ
ナ
、
サ
ギ
、
ハ
ク
テ
フ
等)

を
放
養
し
た
水
禽
舎
、

小
鳥
を
放
飼
し
た
鳴
禽
舎
、
猿
の
雑
居
し
て
居
る
猿
舎
、
そ
の
他
鹿
や
熊
を
飼
う
動
物
舎
を
所
々

に
配
置
す
る
。 

（
チ
）
小
運
動
場 

あ
る
区
域
に
あ
る
住
宅
ま
た
は
旅
館
滞
在
客
の
た
め
共
同
小
運
動
場
を
作
る(

例
え
ば
住
宅

三
十
軒
毎
に
一
箇
所
と
か
い
う
様
に)

。
そ
う
し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
弓
術
場
、
ク
リ
ッ
ケ
ッ
ト
、

運
動
諸
器
械
の
据
付
、
散
歩
場
等
を
仕
切
っ
て
朝
夕
の
散
步
、
運
動
に
、
家
族
挙
っ
て
安
心
し
て

遊
べ
る
様
な
設
備
を
し
て
置
く
。 

（
リ
）
建
物
の
前
庭 

避
暑
地
に
作
ら
れ
る
建
物
に
は
前
庭
を
設
計
す
る
様
な
規
定
が
欲
し
い
。
高
原
の
自
然
の
美

を
背
景
と
し
て
別
荘
住
宅
を
設
計
す
る
時
に
最
も
簡
単
に
か
か
る
田
園
風
の
気
分
を
表
す
に
適

す
る
も
の
は
前
庭
で
あ
る
、
道
路
と
建
物
と
の
間
に
は
三
間
乃
至
五
間
の
花
園
を
作
り
外
囲
は

木
柵
ま
た
は
網
垣
と
し
柵
の

𨻶

か
ら
美
し
い
花
の
咲
い
て
い
る
庭
が
見
え
る
様
に
し
た
な
ら
ば

住
む
人
も
見
る
人
も
い
か
に
も
愉
快
で
あ
る
と
思
う
。 

（
ヌ
）
見
本
園 

教
育
的
の
施
設
と
し
て
は
見
本
園
即
ち
諸
種
の
有
用
植
物
を
あ
る
区
域
に
分
け
て
植
え
付
け

そ
の
効
用
、
種
類
、
習
性
を
一
般
に
知
ら
せ
る
計
画
を
す
る
、
ま
た
こ
の
地
に
適
当
す
る
外
国
産

木
を
集
め
て
標
本
に
す
る
も
有
益
で
あ
る
。 

（
ル
）
苗
圃 

経
営
地
内
の
一
隅
に
苗
圃
を
設
け
避
暑
地
に
植
栽
す
る
並
木
、
緑
蔭
用
そ
の
他
諸
種
の
用
に

供
す
る
苗
木
、
草
花
苗
等
を
培
養
し
て
置
き
必
要
に
応
じ
て
植
え
出
す
様
に
す
れ
ば
い
ち
い
ち

他
か
ら
買
い
求
め
る
費
用
を
省
け
る
し
土
性
の
違
う
た
め
に
移
植
の
困
難
を
来
す
様
な
心
配
も

な
く
最
も
安
全
確
実
に
植
栽
及
び
補
植
の
計
画
が
立
て
ら
れ
る
。 
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三
、
光
前
寺
境
内
の
改
良 

光
前
寺
は
、
貞
観
二
年
の
開
基
で
信
州
天
台
宗
五
大
寺
の
一
つ
と
称
さ
れ
そ
の
庭
園
は
夢
想

国
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
現
在
池
の
中
に
は
水
草
が
多
く
茂
り
過
ぎ
て
い
る
が
こ
れ
ら

は
現
況
を
傷
ね
な
い
程
度
に
掃
除
手
入
れ
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。 

境
内
森
林
は
誠
に
幽
邃
で
殊
に
背
面
の
森
林
は
地
形
高
ま
っ
て
い
る
の
と
相
俟
っ
て
林
相
は

申
し
分
な
い
が
、
し
か
し
大
部
疎
開
し
初
め
た
様
で
あ
る
か
ら
今
よ
り
努
め
て
森
林
に
保
護
を

加
え
地
力
の
減
退
し
な
い
様
に
地
被
物
即
ち
落
葉
、
朽
枝
、
鮮
苔
の
類
を
剥
ぎ
取
る
こ
と
な
く

日
光
が
直
接
地
表
に
当
た
ら
な
い
様
に
す
る
。
ま
た
参
道
の
杉
は
寺
の
創
建
と
同
時
に
両
側
に

植
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
次
第
に
左
側
の
方
は
枯
れ
て
現
在
の
様
に
右
側
だ
け
に
残

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
昔
の
有
様
に
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
は
両
側
を
通
じ
て
五
六
尺
の
杉
の
大
苗
木
を
二
王
門
内
の
今
の
空
所
に
植
え
足
し
、
尚
出
来

る
な
ら
ば
そ
の
う
し
ろ
の
畑
の
中
に
二
列
位
に
補
植
し
て
置
く
の
が
宜
し
い
。
ま
た
参
道
の
両

側(

出
来
な
け
れ
ば
右
側
だ
け
で
も)

に
石
垣
の
裾
に
沿
っ
て
小
さ
い
溝
を
掘
り
割
り
こ
の
緩
い

勾
配
を
利
用
し
て
上
の
方
か
ら
水
を
流
す
様
に
す
る
と
今
よ
り
一
層
幽
邃
［
ゆ
う
す
い
］
に
な

る
。
次
に
中
門
内
の
二
重
伴
池
は
支
那
の
寺
院
境
内
の
古
型
で
あ
る
か
ら
現
况
に
手
を
加
え
ず

池
の
底
に
溜
ま
っ
た
朽
葉
や
泥
土
を
浚
い
出
し
て
水
の
清
く
流
れ
る
よ
う
に
す
る
水
の
落
ち
口

の
上
に
は
常
緑
の
小
灌
木
を
植
え
て
見
え
な
い
様
に
す
る
方
が
奥
床
し
い
。 

寺
は
、
大
正
九
年
四
月
の
開
帳
を
記
念
し
現
在
境
内
に
講
堂
を
設
け
る
と
い
う
案
に
な
っ
て

い
る
、
そ
う
し
て
将
来
避
暑
客
の
た
め
、
ま
た
は
村
民
の
た
め
に
開
放
し
て
講
演
会
、
談
話
会
、

法
話
会
等
の
会
席
に
利
用
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
避
暑
地
の
た
め
に
好
都
合
で
あ
る
。
そ

の
新
築
の
講
堂
は
現
在
庭
園
の
上
手
に
作
り
参
道
よ
り
新
規
に
道
を
開
き
、
こ
れ
に
達
す
る
様

に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
現
在
寺
門
内
の
客
殿
横
手
の
庭
園
の
上
手
を
通
る
道
を
設
け
る
時
に
は

こ
の
道
幅
は
狭
く
し
て
成
る
べ
く
こ
の
庭
園
の
現
状
に
手
を
つ
け
な
い
様
に
す
る
こ
と
を
要
す

る
、
殊
に
岩
組
な
ど
を
動
か
す
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
五
、
駒
ヶ
岳
登
山
道
路 

駒
ヶ
岳
は
海
抜
千
七
百
五
十
五
尺
、
甲
州
駒
ヶ
岳
を
東
駒
ヶ
岳
と
称
す
る
に
対
し
こ
れ
を
西

駒
ヶ
岳
と
い
う
従
来
は
木
曽
の
上
松
か
ら
登
山
し
、
伊
那
路
に
お
い
て
は
、
伊
那
か
ら
登
山
す

る
方
が
多
か
っ
た
が
赤
穗
か
ら
登
る
方
が
道
程
が
近
い
。
し
か
し
現
在
に
お
い
て
は
完
全
な
道

が
無
い
と
い
う
有
様
で
木
馬
道
を
通
る
な
ど
は
木
材
の
運
搬
を
や
っ
て
い
る
時
に
は
危
険
で
あ

る
。
故
に
速
に
登
山
道
路
を
作
り
赤
穗
か
ら
登
山
す
る
人
の
便
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

今
そ
の
道
筋
を
示
し
て
見
れ
ば 

第
一
登
山
道
路 

避
暑
地
を
出
発
し
て
黒
川
発
電
所
の
前
か
ら
黒
川
を
右
に
見
て
峯
通
り
を
登
り
木
曽
殿
越
え

を
左
に
見
て
不
動
瀧
の
水
源
で
あ
る
烏
帽
子
山
の
峯
続
き
を
進
み
黒
川
山
御
料
林
の
中
を
通
っ

て
馬
の
背
に
出
て
千
疊
敷
を
左
に
見
て
前
岳
に
至
り
再
び
峯
通
り
を
剣
ヶ
峯
の
麓
に
至
る
こ
れ

よ
り
道
を
右
に
と
っ
て
本
岳
に
登
り
駒
ヶ
岳
神
社
に
参
拝
す
る
の
で
現
在
で
は
、
山
頂
に
泊
る

も
の
は
左
に
折
れ
て
木
曽
の
小
屋
に
行
く
か
、
ま
た
は
右
に
折
れ
て
伊
那
の
小
屋
に
行
く
の
だ

が
将
来
は
、
こ
の
剣
ヶ
峯
の
下
の
平
地
に
石
室
を
造
る
必
要
が
あ
る
、
こ
こ
は
眺
望
、
位
置
共
に

石
室
に
適
当
し
た
所
で
あ
る
か
ら
完
成
の
上
は
赤
穗
方
面
か
ら
登
山
す
る
人
の
た
め
に
多
大
の

便
利
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
一
泊
し
て
翌
朝
は
本
岳
に
登
っ
て
御
来
光
を
拝
し
濃
ヶ
池
に
下
る
、

ハ
ヒ
マ
ツ
の
間
を
縫
う
様
に
下
っ
て
行
く
と
左
手
に
木
曽
の
御
嶽
山
指
呼
の
間
に
現
れ
三
つ
の

峯
は
呼
べ
ば
答
え
ん
近
さ
に
見
え
る
、
ま
た
遥
か
に
遠
く
乗
鞍
岳
、
槍
ヶ
岳
、
白
馬
等
の
連
山
が

見
え
る
、
右
手
に
は
八
ヶ
岳
、
東
駒
ヶ
岳
、
赤
石
連
峰
、
富
士
山
等
の
秀
峰
が
望
ま
れ
る
、
濃
ヶ

池
か
ら
小
雪
渓
を
横
切
っ
て
駒
飼
池
の
傍
に
出
て
、
剣
ヶ
峯
の
下
の
小
屋
に
出
る
、
そ
う
し
て

初
め
の
道
を
順
次
帰
途
に
着
く
道
筋
で
あ
る
。 

第
二
登
山
道
路 

千
疊
敷
に
出
る
前
に
前
の
第
一
の
道
筋
を
経
な
い
で
黒
川
の
発
電
所
よ
り
木
馬
道
に
出
る
と

そ
の
尽
き
る
所
に
桟
手
［
さ
で
］
道
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
唐
桧
や
樅
の
生
え
て
い
る
天
然
林
の
中

に
分
け
入
っ
て
急
峻
な
山
腹
を
一
気
に
登
り
詰
め
て
前
記
第
一
の
道
筋
と
峯
通
り
に
お
い
て
合

す
る
の
で
こ
の
道
筋
は
急
で
は
あ
る
が
近
路
で
登
山
で
も
下
山
で
も
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
る

下
山
の
方
は
木
材
搬
出
に
会
う
も
危
険
が
少
な
い
。 

第
三
登
山
道
路 

こ
れ
は
山
上
に
一
泊
し
て
帰
途
に
就
く
時
、
濃
ヶ
池
か
ら
伊
那
の
小
屋
の
前
に
出
て
将
棊
頭

［
し
ょ
う
ぎ
が
し
ら
］
を
経
て
八
町
立
を
通
り
天
然
林
の
間
を
縫
っ
て
下
り
辻
の
小
屋
で
道
を

右
に
と
っ
て
林
道
に
出
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
か
ら
は
単
調
な
山
腹
の
道
を
ひ
た
下
り
に
下
っ
て

黒
川
の
合
流
点
東
に
出
る
。
こ
の
道
は
不
動
瀧
の
探
勝
を
兼
ね
る
塲
合
に
は
都
合
が
よ
い
丁
度

瀧
の
正
面
に
降
る
道
筋
を
通
る
こ
と
に
な
り
溪
を
隔
て
て
二
の
瀧
が
見
ら
れ
る
、
辻
の
小
屋
か

ら
左
に
折
れ
ば
西
春
近
村
の
小
出
に
出
る
。 

355 
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次
に
登
山
設
備
に
就
い
て
主
要
な
事
柄
を
一
言
す
れ
ば
、 

一
、
石
室
を
剣
ヶ
峰
下
の
平
地
に
作
る
こ
と
。
現
在
は
伊
那
の
小
屋
、
木
曽
の
小
屋
に
石
室
が

あ
る
が
い
ず
れ
も
赤
穗
の
方
面
か
ら
登
る
人
の
た
め
に
は
遠
き
に
過
ぎ
眺
望
か
ら
い
っ
て
も
劣

る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
石
室
は
単
に
赤
穂
村
の
み
の
仕
事
で
は
な
い
か
ら
駒
ヶ
岳
保
勝

会
の
仕
事
と
し
て
伊
那
町
、
宮
田
村
、
赤
穂
村
等
の
有
志
の
手
に
よ
っ
て
築
造
す
る
こ
と
に
し

た
い
。 

二
、
木
曽
殿
越
え
の
見
え
る
箇
所
に
は
道
の
側
に
立
札
を
立
て
そ
の
方
向
を
指
示
す
る
、
そ

の
他
山
中
に
お
け
る
名
勝
地
例
え
ば
不
動
灌
水
源
地
、
千
畳
敷
、
剣
ヶ
峯
、
駒
飼
池
、
濃
ヶ
池
、

天
狗
岩
等
に
は
そ
れ
ぞ
れ
堅
固
な
立
札
を
立
て
そ
の
由
緒
を
示
し
て
置
く
こ
と
に
す
る
。 

三
、
道
の
分
岐
点
に
は
石
で
造
っ
た
指
道
標
を
立
て
る
こ
と
、
そ
う
し
て
方
向
、
里
程
、
目
的

地
等
を
明
示
し
て
置
く
。 

四
、
道
程
は
精
密
に
測
量
し
て
石
標
に
刻
ん
で
一
里
ま
た
は
半
里
毎
に
立
て
る
。 

五
、
道
案
内
と
し
て
は
別
に
登
山
図
を
作
り
登
山
者
に
配
付
し
こ
れ
に
は
道
筋
を
番
号
別
に

記
入
し
そ
の
番
号
を
道
中
の
大
岩
、
大
木
の
幹
な
ど
に
白
ま
た
は
赤
い
塗
料
で
大
き
く
書
き
付

け
て
置
く
（1

）（2

）
の
よ
う
に
す
る(1)

×(2)

と
あ
れ
ば
こ
の
両
方
の
道
路
の
合
点
で
あ
る
と

い
う
様
に
す
れ
ば
分
か
り
易
い
。 

六
、
登
山
案
内
所
を
避
暑
地
に
設
け
こ
こ
で
前
記
の
登
山
案
内
図
を
配
付
し
そ
の
他
登
山
心

得
、
里
程
表
、
登
山
案
内
記
等
を
販
売
し
傍
ら
誠
実
に
登
山
人
そ
の
周
旋
、
登
山
用
食
料
、
器
具
、

寝
具
等
の
世
話
を
す
る
。 

七
、
前
岳
よ
り
上
に
登
り
四
方
展
望
の
出
来
る
所
に
は
夏
季
登
山
季
だ
け
の
保
存
で
よ
い
か

ら
堅
固
な
休
憩
兼
一
時
的
避
難
小
屋
を
設
け
る
。 

八
、
登
山
の
途
中
に
水
の
湧
出
し
て
居
る
処
、
眺
望
の
よ
い
所
な
ど
は
登
山
者
の
休
憩
し
た

い
所
で
あ
る
か
ら
こ
こ
に
は
ベ
ン
チ
を
置
く
と
か
眺
望
台
を
設
け
る
と
か
し
、
そ
の
附
近
見
え

易
い
所
に
登
山
心
得
の
主
な
も
の
を
掲
示
す
る
。
例
え
ば
高
山
植
物
濫
獲
の
禁
示
濃
霧
等
に
遭

遇
し
た
場
合
ま
た
は
道
に
迷
っ
た
時
の
心
得
な
ど
を
箇
条
書
に
し
て
不
慮
の
災
厄
を
多
少
な
り

と
も
未
然
に
防
ぐ
用
意
を
す
る
。 

第
六
、
不
動
瀧
探
勝 

附 

天
然
植
物
園 

駒
ヶ
岳
黒
川
山
御
料
林
内
の
秀
峰
烏
帽
子
山
の
中
腹
海
抜
六
千
八
百
尺
に
水
源
を
発
し
水
平

距
離
僅
々
十
町
の
間
に
一
躍
四
千
尺
を
下
っ
て
海
抜
二
千
八
百
尺
ま
で
の
間
に
俗
に
四
十
八
瀧

と
い
わ
れ
る
位
に
無
数
の
瀧
が
連
な
っ
て
落
下
し
て
行
く
、
我
々
の
調
査
し
た
処
に
よ
っ
て
も

重
要
な
も
の
三
十
有
余
を
数
え
た
。
水
源
は
泉
で
も
川
で
も
無
い
の
で
烏
帽
子
山
の
皺
曲
よ
り

滴
々
と
し
、
し
滴
り
落
ち
る
三
十
有
余
の
小
溪
谷
の
流
れ
が
合
し
て
彼
の
よ
う
な
壮
巌
偉
大
な

二
の
瀧
を
現
す
の
で
以
っ
て
ど
の
よ
う
に
急
峻
な
る
傾
斜
で
あ
る
か
が
想
像
さ
れ
る
。 

瀧
の
形
は
何
れ
も
違
う
の
で
我
々
が
造
園
上
瀧
の
型
式
を
研
究
す
る
上
に
は
大
に
参
考
に
な

る
の
で
あ
る
が
余
り
に
上
流
の
方
は
到
底
普
通
の
登
山
準
備
で
は
探
険
し
得
ら
れ
る
こ
と
で
は

無
い
か
ら
一
般
探
勝
に
は
中
位
以
下
の
瀧
の
観
賞
で
十
分
で
あ
る
。
流
れ
瀧
、
瀬
瀧
、
二
段
落
、

糸
瀧
等
そ
の
形
は
千
差
万
別
で
氷
の
様
に
冷
た
い
水
の
溢
れ
る
瀧
壺
の
中
に
は
時
に
山
椒
魚
の

沈
ん
で
居
る
の
が
見
ら
れ
る
、
一
の
瀧
と
い
う
の
は
不
動
橋
の
下
に
あ
る
、
次
い
で
橋
よ
り
正

面
に
見
ら
れ
る
二
の
瀧
は
直
下
三
十
丈
で
最
も
雄
大
、
そ
の
上
に
三
の
瀧
、
六
の
瀧
、
九
の
瀧
な

ど
あ
り
何
れ
も
見
る
べ
き
価
値
が
あ
る
。
こ
の
瀧
を
総
称
し
て
不
動
瀧
と
い
う
の
は
往
昔
光
前

寺
開
山
本
聖
上
人
霊
夢
に
感
じ
、
こ
の
瀧
の
中
に
不
動
の
尊
像
を
得
て
光
前
寺
を
建
立
し
た
と

い
う
縁
起
に
よ
る
。
瀧
の
多
い
の
は
一
つ
の
偉
観
で
あ
っ
て
瀧
に
沿
っ
た
崖
の
景
致
な
ど
中
々

捨
て
難
い
趣
を
持
っ
て
居
る
が
、
そ
の
探
勝
は
前
述
の
様
に
中
々
困
難
で
あ
っ
て
、
現
在
で
は

命
懸
け
で
無
け
れ
ば
到
底
出
来
な
い
我
々
は
四
千
尺
を
下
る
に
数
時
間
を
要
し
幾
度
か
危
険
を

冒
し
辛
う
じ
て
瀧
壺
に
陥
る
こ
と
を
免
れ
た
地
形
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
探
勝
は
道

路
を
直
し
設
備
を
加
え
て
も
中
々
困
難
で
あ
る
。
今
最
初
に
瀧
に
至
る
道
筋
を
示
し
次
に
探
勝

道
路
の
選
び
方
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。 

瀧
の
探
勝
に
は
上
流
か
ら
下
り
な
が
ら
す
る
の
と
下
流
か
ら
上
り
な
が
ら
す
る
の
と
両
様
あ

る
、
前
述
の
様
に
こ
の
瀧
は
た
だ
下
か
ら
見
上
げ
た
ば
か
り
で
は
、
真
値
は
分
か
ら
な
い
、
瀧
の

流
れ
に
沿
っ
て
上
下
す
る
時
に
初
め
て
雄
大
な
自
然
美
と
な
っ
て
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

瀧
の
水
源
即
ち
烏
帽
子
山
の
殆
ど
絶
頂
ま
で
行
こ
う
と
す
る
に
は
黒
川
発
電
所
か
ら
峯
伝
い

に
駒
ヶ
岳
登
山
の
第
一
道
筋
を
進
み
村
有
林
を
黒
川
御
料
林
の
境
よ
り
次
に
述
べ
る
天
然
植
物

園
の
内
に
分
け
入
り
、
そ
の
中
腹
を
伝
っ
て
上
流
に
達
す
る
。
ま
た
瀧
の
落
ち
口
即
ち
不
動
橋

の
二
の
瀧
に
至
る
に
は
黒
川
の
左
岸
か
ら
山
へ
登
り
中
腹
を
真
直
に
進
め
ば
不
動
橋
下
り
口
の

分
岐
路
に
達
す
る
。
こ
の
道
筋
は
駒
ヶ
岳
登
山
の
第
三
道
筋
に
当
た
る
。
こ
の
分
岐
点
よ
り
四

五
町
急
峻
な
小
径
を
下
れ
ば
万
雷
の
轟
く
様
な
地
響
き
が
聞
こ
え
る
。
こ
こ
が
不
動
橋
で
橋
下

に
俯
す
と
一
の
瀧
が
見
え
仰
げ
ば
眼
前
に
二
の
瀧
が
懸
っ
て
い
る
。
こ
の
両
方
の
道
筋
は
何
れ

も
単
調
で
あ
る
、
前
者
は
天
然
植
物
園
を
観
る
た
め
の
道
で
あ
る
か
ら
意
味
が
あ
る
け
れ
ど
も
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後
者
は
、
全
く
単
調
な
山
腹
道
で
何
一
つ
の
見
る
も
の
聞
こ
え
る
の
も
な
い
、
故
に
こ
れ
に
代

わ
っ
て
今
少
し
く
変
化
の
あ
る
道
筋
を
選
び
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
山
腹
を
行
く
代
わ
り
に
溪

流
に
沿
っ
て
登
る
の
で
あ
っ
て
黒
川
の
合
流
点
よ
り
溪
流
に
沿
っ
て
水
際
の
新
道
を
開
き
緩
い

傾
斜
を
な
し
て
進
む
の
で
少
し
も
登
山
に
困
難
を
感
じ
な
い
時
に
岩
を
渡
っ
て
あ
る
い
は
左
岸

に
あ
る
い
は
右
岸
に
道
は
飛
び
交
す
様
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
地
形
に
準
じ
て
道
を
作
る
こ

と
は
労
少
な
く
し
て
興
の
深
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
時
に
は
岩
を
渡
る
揺
り
橋
を
架
け
た
り
、

断
崖
を
連
ね
る
桟
道
［
さ
ん
ど
う
］
を
設
け
る
必
要
も
あ
る
し
あ
る
い
は
迂
迴
す
る
余
り
一
時

溪
流
か
ら
遠
ざ
か
り
山
の
中
腹
に
出
る
こ
と
も
あ
ろ
う
、
不
動
橋
近
く
に
進
む
に
従
い
溪
谷
が

狭
く
急
に
な
る
か
ら
か
か
る
必
要
が
多
く
な
る
。
素
よ
り
豪
雨
の
時
な
ど
に
は
到
底
歩
け
る
も

の
で
は
な
い
し
、
ま
た
探
勝
も
出
来
な
い
の
で
あ
る
か
ら
平
水
を
標
準
と
し
て
計
画
す
れ
ば
よ

い
、
こ
れ
中
腹
の
道
よ
り
約
半
時
間
行
程
を
短
縮
し
一
時
間
余
り
で
達
せ
ら
れ
る
上
に
自
然
美

の
変
化
最
も
面
白
く
不
動
橋
ま
で
は
良
い
散
歩
道
と
な
る
。 

次
に
瀧
の
設
備
改
良
に
就
い
て
述
べ
れ
ば
余
り
に
上
流
の
瀧
の
形
は
面
白
い
が
水
量
も
少
な

い
し
ま
た
嶮
峻
［
け
ん
し
ゅ
ん
］
で
あ
る
か
ら
大
体
中
央
位
の
瀧
か
ら
一
般
に
観
る
こ
と
の
出

来
る
様
切
り
開
き
を
つ
け
る
、
そ
う
し
て
下
か
ら
見
上
げ
て
上
流
の
方
は
樹
の
枝
が
差
し
交
わ

し
如
何
に
も
奥
深
い
心
地
が
す
る
、
瀧
に
沿
っ
て
下
る
こ
と
は
現
在
で
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
断
崖
絶
壁
で
あ
っ
て
樹
の
幹
や
草
の
根
に
支
え
ら
れ
て
辛
う
じ
て
降
り
得
る
の
で
一
度
手

を
離
せ
ば
瀧
壺
の
中
に
落
ち
込
む
と
い
う
危
険
が
あ
る
か
ら
そ
の
た
め
に
は
下
る
人
の
た
め
に

瀧
添
い
に
鐵
鎖
［
く
さ
り
］
を
つ
け
、
ま
た
は
梯
子
を
設
け
あ
る
い
は
岩
を
切
り
崩
し
て
足
懸
り

を
着
け
る
。
そ
れ
で
も
危
険
で
瀧
の
傍
に
行
か
れ
な
い
場
合
に
は
林
内
に
迂
迴
し
た
道
を
造
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
要
が
あ
る
。 

瀧
の
流
れ
の
中
に
は
、
崩
れ
落
ち
た
土
礫
で
埋
ま
っ
て
居
る
も
の
が
あ
る
し
、
朽
木
で
水
流

を
阻
ん
で
い
る
の
も
あ
る
し
、
ま
た
瀧
壺
の
全
く
埋
ま
っ
て
い
る
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
毎
年

登
山
季
節
の
初
め
に
掃
除
し
て
手
入
れ
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
瀧
の
番
号
は
現
在
の
通
り
下
か
ら
順
々
に
番
号
を
つ
け
る
が
観
る
人
は
、
一
々
覚
え
て

い
ら
れ
な
い
か
ら
瀧
の
見
易
い
位
置
に
「
何
番
の
瀧
、
何
々
瀧
」
と
い
う
様
な
立
札
を
立
て
る

か
、
ま
た
は
、
岩
の
面
に
白
ペ
ン
キ
で
体
裁
の
悪
く
な
い
様
に
記
し
て
置
く
瀧
は
形
に
因
ん
で

命
名
す
る
の
も
面
白
い
、
あ
る
い
は
仏
説
に
因
ん
だ
も
の
で
も
宜
し
い
。 

二
の
瀧
の
瀧
壺
の
傍
に
胎
内
く
ぐ
り
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
上
に
不
動
尊
を
安
置
し
て
あ

る
が
余
り
に
荒
れ
果
て
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
も
追
々
登
山
者
の
増
加
す
る
に
従
い
浄
財
寄
進
を

俟
っ
て
改
築
し
そ
の
周
園
に
は
小
さ
い
常
緑
灌
木
を
植
え
廻
ら
し
尊
前
は
今
よ
り
少
し
取
り
拡

げ
、
中
の
雑
木
を
切
り
払
い
河
に
臨
む
方
の
緑
に
は
ア
カ
マ
ツ
を
疎
植
し
そ
の
下
に
ベ
ン
チ
を

配
し
瀧
に
面
す
る
方
は
何
も
植
え
な
い
で
瀧
見
の
余
地
を
残
し
て
置
く
、
瀧
頭
に
登
る
現
在
の

小
径
も
少
し
く
取
り
拡
げ
自
由
に
登
れ
る
様
に
し
、
二
の
瀧
よ
り
上
に
登
ら
な
い
人
の
た
め
に

こ
れ
よ
り
上
流
の
景
観
を
一
瞥
す
る
た
め
登
り
切
っ
た
瀧
頭
即
ち
三
の
瀧
の
瀧
壺
際
に
ベ
ン
チ

を
一
つ
置
く
の
も
宜
し
い
。
こ
こ
か
ら
中
腹
に
至
る
瀧
見
の
道
は
前
述
の
鐵
鎖
や
梯
子
に
因
ら

な
い
部
分
は
道
幅
も
取
り
拡
げ
多
少
の
路
面
工
を
施
し
雨
降
り
の
際
な
ど
に
土
崩
れ
の
な
い
様

に
土
留
工
な
ど
の
用
意
を
す
る
の
も
簡
単
で
効
力
が
多
い
。 

そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
小
径
の
両
側
を
初
め
と
し
不
動
瀧
の
附
近
不
動
橋
へ
下
る
小
径
の
両
側

な
ど
に
は
出
来
る
だ
け
紅
葉
性
の
落
葉
樹
を
補
植
す
る
こ
と
は
秋
の
景
致
の
人
を
呼
ぶ
一
方
策

で
あ
る
、
そ
の
樹
種
と
し
て
は
カ
エ
デ
類
、
ヌ
ル
タ
ヤ
マ
ハ
ゼ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
シ
ホ
ヂ
、
ト
ネ

リ
コ
類
な
ど
適
当
す
る
。 

天
然
植
物
園
と
い
う
の
は
人
工
で
植
栽
し
た
も
の
で
は
な
く
天
然
に
生
え
て
い
る
そ
の
地
方

特
有
の
樹
種
を
網
羅
し
た
区
域
を
い
う
の
で
駒
ヶ
岳
に
お
い
て
は
不
動
瀧
の
上
流
に
そ
の
好
例

を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
の
区
域
は
天
然
林
と
し
て
は
申
分
な
い
の
で
、
シ
ラ
ベ
、
タ
ウ

ヒ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
コ
メ
ツ
ガ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
イ
チ
井
を
初
め
カ
ツ
ラ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
シ
ラ
カ

バ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
等
が
原
始
的
状
態
に
生
え
茂
っ
て
い
る
、
地
表
に
は
朽
木
横
は
り
ク
マ
サ

ザ
体
を
没
す
る
ば
か
り
、
大
小
無
数
の
雅
樹
そ
の
間
に
天
生
し
て
い
る
有
様
は
真
に
天
然
林
の

林
相
を
遺
憾
な
く
現
し
て
い
る
。 

こ
の
一
帯
の
区
域
の
内
私
有
林
に
属
す
る
部
分
は
公
益
の
た
め
択
伐
林
作
業
と
称
し
て
全
林

を
一
斎
に
伐
採
す
る
こ
と
な
く
よ
く
林
相
を
観
察
し
利
用
の
価
値
が
多
く
、
し
か
も
天
然
林
た

る
状
態
に
変
化
を
来
さ
な
い
様
な
も
の
を
選
ん
で
伐
採
す
る
こ
と
で
更
に
一
歩
を
進
め
て
い
え

ば
禁
伐
林
に
し
た
い
所
で
あ
る
。
ま
た
御
料
林
に
属
す
る
区
域
は
風
致
の
た
め
保
安
林
の
取
扱

い
を
願
い
出
て
こ
れ
ら
樹
種
と
そ
の
林
相
を
永
久
に
保
存
し
た
い
。
こ
こ
に
生
え
る
各
樹
種
の

大
木
に
は
ト
タ
ン
板(

幅
三
寸
長
五
寸)

の
札
を
下
げ
そ
れ
に
樹
の
俗
名
、
学
名
、
漢
字
及
び
方

言
等
を
記
し
更
に
そ
の
年
齢
、
用
途
な
ど
を
書
き
示
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
面
白
い
、
こ
の
林
内

は
逍
遙
す
る
に
適
当
で
は
な
い
が
、
中
に
二
三
条
の
道
路
を
切
り
開
い
て
上
か
ら
不
動
瀧
の
上

流
に
合
す
る
様
に
す
れ
ば
探
勝
の
傍
ら
天
然
林
あ
る
い
は
天
然
植
物
園
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 
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第
七
、
公
園
系
統 

都
市
の
中
に
あ
る
公
園
は
単
独
に
存
在
し
て
い
て
は
意
味
が
少
な
い
の
で
相
互
に
連
絡
が
あ

る
の
で
初
め
て
都
市
公
園
と
し
て
の
意
義
が
深
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
園
系
統
と
い
う
の
で

こ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
厳
密
な
意
味
に
い
う
の
で
は
な
く
た
だ
将
来
赤
穂
村
が
発
展
し
て
市
制

を
布
く
樣
に
な
っ
た
時
に
今
日
の
公
園
系
統
の
考
え
を
準
用
し
て
置
け
ば
そ
の
時
に
公
園
だ
け

は
完
全
な
も
の
と
し
て
残
る
理
で
あ
る
。
殊
に
赤
須
城
趾
公
園
の
附
近
な
ど
中
々
景
勝
地
で
あ

る
か
ら
こ
れ
ら
を
一
私
人
に
占
有
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
将
来
村
が
発
展
し
て
行
く
に
従
い
新
し

く
公
園
で
も
欲
し
い
と
い
う
時
に
か
か
る
絶
景
地
を
持
ち
な
が
ら
手
を
束
ね
て
見
て
居
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
、
故
に
尚
早
論
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
今
日
に
お
い
て
永
遠
の
計
画
を
立
て
村
有

と
す
べ
き
土
地
な
ど
の
按
配
を
考
え
て
置
け
ば
地
上
の
施
設
は
機
会
さ
え
来
れ
ば
い
つ
で
も
出

来
る
土
地
の
所
有
は
最
も
そ
の
解
決
に
困
難
な
問
題
で
あ
る
。 

今
当
村
に
お
い
て
相
互
に
連
絡
し
て
公
園
系
統
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
も
の
を
物
色
し
て

見
る
と
左
の
六
つ
で
あ
っ
て
そ
の
位
置
の
関
係
は
囊
［
の
う
］
に
図
を
以
っ
て
示
し
て
置
い
た
。 

一
、
避
暑
地(

光
前
寺
、
古
城
薪
城
の
附
近
を
含
む) 

二
、
赤
須
城
趾
公
園 

三
、
馬
見
塚
公
園 

四
、
共
楽
園 

五
、
美
女
森
大
御
食
神
社 

六
、
大
宮
五
十
鈴
脚
社 

是
等
の
連
絡
に
関
す
る
道
路
は
囊
に
述
べ
た
所
で
あ
る
か
ら
今
そ
の
特
徴
を
略
述
し
て
将
来

の
発
展
に
資
す
る
材
料
と
し
よ
う(

避
暑
地
、
光
前
寺
の
こ
と
は
前
述
し
た
所
で
あ
る
か
ら
省
略

す
る) 一

、
赤
須
城
趾
公
園 

赤
須
城
趾
は
本
来
東
光
城
趾
と
い
う
の
で
赤
須
爲
幸
の
居
城
で
あ
っ
た
の
で
赤
須
城
趾
と
俗

称
し
今
日
で
は
却
っ
て
こ
れ
で
通
っ
て
い
る
故
に
赤
須
城
趾
東
光
公
園
と
も
い
え
ば
適
当
か
も

知
れ
な
い
。 

暦
応
年
間
に
片
桐
氏
一
族
片
桐
孫
三
郎
爲
幸
始
め
て
こ
こ
に
築
城
し
赤
津
孫
三
郎
と
号
し
た

が
応
永
年
中
に
は
小
笠
原
長
秀
に
属
し
隨
っ
て
共
に
善
光
寺
に
参
堂
し
た
こ
と
な
ど
が
史
蹟
に

あ
る
、
こ
の
子
孫
三
郎
正
則
薪
九
郎
清
則
を
経
て
帯
刀
正
清
に
到
っ
て
永
録
元
年
武
田
氏
に
属

し
そ
の
子
隼
人
正
清
玄
の
代
、
天
文
十
年
二
月
織
田
信
忠
の
来
襲
に
際
し
終
に
没
落
し
て
今
日

の
様
な
廃
墟
と
な
っ
た
。
今
は
森
林
、
畑
、
原
野
等
の
中
に
昔
の
塹
濠
［
ざ
ん
ご
う
］
の
跡
歴
然

を
残
り
地
下
よ
り
炭
末
と
な
っ
た
米
粒
が
盛
ん
に
発
掘
さ
れ
る
、
丁
度
村
の
中
心
を
距
て
る
東

に
十
七
八
町
の
区
域
で
あ
る
地
上
に
残
さ
れ
た
る
遺
跡
を
辿
っ
て
行
く
と
中
々
規
模
は
大
き
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。 

こ
こ
は
公
園
と
し
て
十
分
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
試
に
そ
の
一
二
を
挙
げ
て
見
れ
ば 

（
イ
）
公
園
敷
地
が
記
念
す
べ
き
城
趾
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
何
等
の
意
味
の
な
い
所
を
異
な

り
こ
の
地
方
に
お
い
て
最
深
い
由
緒
の
あ
る
城
趾
な
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。 

（
ロ
）
天
台
の
古
刹
長
春
寺
の
境
内
と
接
せ
る
こ
と 

（
ハ
）
風
景
絶
佳
な
る
こ
と
。
土
地
は
高
燥
で
眺
望
が
よ
く
前
面
に
は
中
澤
、
伊
那
の
諸
村
を

俯
瞰
し
遠
く
天
龍
川
を
脚
下
に
望
み
菅
沼
の
長
堤
十
町
の
間
青
松
の
間
に
櫻
樹
の
配
植
さ
れ
て
、

春
季
の
眺
望
は
実
に
見
事
で
あ
る
。
顧
み
れ
ば
駒
ヶ
岳
の
秀
峰
高
く
こ
の
流
と
相
対
し
て
い
る 

（
ニ
）
塹
濠
の
跡
の
歴
然
と
残
っ
て
公
園
施
設
に
利
用
出
来
る
こ
と 

（
ホ
）
赤
松
の
疎
林
が
あ
っ
て
丁
度
森
林
を
作
り
た
い
と
思
う
所
に
森
林
が
出
来
て
い
る
し
、

建
築
物
が
欲
し
い
と
思
う
所
が
畑
に
な
っ
て
い
る
の
で
都
合
が
よ
い
、
こ
の
赤
松
林
を
通
し
て

見
た
風
景
は
中
々
佳
い
の
で
幹
越
し
に
天
龍
の
流
れ
を
望
み
夕
陽
正
に
没
せ
ん
と
す
る
時
な
ど

金
箭
を
浮
か
べ
て
流
れ
る
有
様
な
ど
捨
て
難
い
風
情
が
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
要
素
が
あ
れ
ば
十
分
公
園
と
し
て
成
功
す
る
。
今
少
し
く
実
況
に
つ
い
て
、
大
体

の
設
計
方
針
を
指
示
す
れ
ば
、
長
春
寺
上
の
赤
松
疎
林
は
遠
望
を
求
め
る
に
最
も
適
当
な
林
相

を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
病
気
の
も
の
や
生
長
の
見
込
み
の
な
い
も
の
を
伐
り
払
い
幹
の

形
の
整
っ
た
も
の
を
残
し
不
用
の
下
木
や
下
草
を
除
き
こ
の
林
内
を
逍
遙
［
し
ょ
う
よ
う
］
す

る
人
が
幹
越
し
に
清
流
を
眺
め
ら
れ
る
様
に
す
る
、
こ
れ
は
森
林
所
有
者
に
決
し
て
迷
惑
を
及

ぼ
す
問
題
で
は
な
い
、
た
だ
林
内
に
設
け
た
道
路
を
公
衆
が
通
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
れ
ば
よ

い
の
で
あ
る
。 

次
に
長
春
寺
上
手
の
崖
地
に
は
現
在
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
が
生
え
て
い
る
が
こ
れ
は
追
々
に
伐

採
し
て
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
代
え
る
そ
の
下
に
ヤ
マ
ブ
キ
、
ハ
ギ
、
ツ
ツ
ジ
の
類
を
植
込

む
、
こ
れ
菅
沼
の
方
か
ら
こ
の
方
を
見
た
時
の
景
を
主
と
し
た
の
で
上
下
相
俟
っ
て
春
季
の
景

を
な
す
の
で
あ
る
、
次
に
畑
を
隔
て
て
長
春
寺
の
西
側
に
あ
る
赤
松
林
は
可
な
り
密
林
の
様
で

あ
る
が
こ
れ
も
間
伐
し
て
林
内
逍
遙
の
道
路
を
作
り
林
内
に
埋
も
れ
た
気
持
ち
か
ら
一
転
し
て

358 



本多静六・上原敬二著『信州駒ヶ岳森林公園と菅の台避暑地計画案』（大正十二年五月十日赤穂町商工会発行）の現代語訳 

- 115 - 
 

俄
か
に
広
豁
［
こ
う
か
つ
］
な
景
に
接
す
る
と
い
う
様
に
景
に
変
化
の
生
ず
る
施
業
法
を
行
う

こ
と
が
出
来
る
、
道
路
の
作
り
方
、
間
伐
の
方
法
、
枝
卸
し
の
程
度
等
に
注
意
し
来
遊
者
を
し
て

飽
か
し
め
な
い
方
法
を
樹
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
林
内
で
眺
望
の
良
い
所

に
は
、
四
阿
風
の
休
憩
所
を
作
り
読
書
、
囲
碁
、
喫
茶
等
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
取
り

計
り
そ
の
中
の
一
軒
に
世
話
人
を
置
い
て
管
理
さ
せ
万
事
手
軽
に
使
用
さ
せ
る
。
ま
た
、
広
い

林
内
で
は
園
遊
会
と
か
林
間
講
演
会
と
か
を
開
く
に
適
当
な
設
備
を
す
る
、
夏
季
は
涼
し
い
の

で
講
演
や
講
話
は
却
っ
て
林
内
の
方
が
流
行
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
次
に
長
春
寺
上
の
空
地
に

は
少
し
大
き
な
倶
楽
部
の
様
な
も
の
を
作
り
菅
の
台
避
暑
地
の
倶
楽
部
と
東
西
相
俟
っ
て
利
用

す
る
、
現
在
ヒ
ノ
キ
が
一
本
生
え
て
い
る
附
近
は
丁
度
宜
し
い
、
倶
楽
部
は
村
内
有
志
殊
に
次

に
述
べ
る
保
存
会
関
係
者
が
建
て
る
の
が
宜
し
い
、
そ
う
し
て
村
民
の
た
め
、
公
開
し
て
利
用

さ
せ
る
、
建
築
も
住
宅
風
に
し
な
い
で
河
を
見
晴
せ
る
様
ど
こ
ま
で
も
倶
楽
部
ら
し
い
気
分
の

現
れ
る
様
式
を
採
用
す
る
。 

こ
の
区
域
に
お
け
る
村
有
地
以
外
の
土
地
所
有
者
、
長
春
寺
住
職
及
び
壇
家
、
赤
須
城
趾
に

関
係
あ
る
人
々
、
村
内
有
志
等
を
以
っ
て
赤
須
城
趾
保
存
会
を
組
織
し
菅
の
台
避
暑
地
期
成
会

の
方
針
に
背
馳
［
は
い
ち
］
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
規
約
を
定
め
城
趾
の
保
存
と
、
進
ん
で
は
公

園
と
し
て
利
用
す
る
積
極
的
方
策
を
協
議
す
る
機
関
と
す
る
、
例
え
ば
城
趾
に
関
す
る
調
査
を

初
め
、
記
録
を
集
め
展
覽
会
を
開
き
講
演
会
を
催
し
記
念
館
や
記
念
文
庫
を
建
て
る
と
か
記
念

碑
を
建
て
る
と
か
そ
の
時
々
の
必
要
と
時
宜
に
順
応
し
て
適
当
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
す
る
。 

以
上
を
考
え
て
見
る
と
赤
須
城
趾
が
最
も
僅
少
な
費
用
で
ま
た
手
数
も
少
な
く
第
一
に
公
園

と
な
り
得
る
資
格
を
備
え
て
い
る
と
言
え
る
。 

二
、
馬
見
塚
公
園 

伊
那
福
岡
停
留
場
よ
り
三
四
町
西
に
進
む
と
原
野
状
の
一
区
域
が
あ
っ
て
面
積
七
千
百
七
十

八
坪
を
算
し
大
規
模
の
公
園
は
出
来
な
い
が
雑
沓
を
避
け
静
か
な
天
地
に
ゆ
る
り
と
休
息
し
た

い
と
い
う
人
の
た
め
に
手
頃
な
公
園
が
設
計
さ
れ
る
。
こ
れ
が
馬
見
塚
公
園
で
あ
る
、
そ
の
内

に
約
一
千
二
百
坪
の
池
が
あ
る
が
晴
れ
た
日
に
は
駒
ヶ
岳
が
逆
に
そ
の
美
し
い
影
を
投
ず
る
の

で
あ
る
故
に
池
の
東
側
に
休
憩
所
又
は
四
阿
を
作
っ
て
こ
の
倒
影
を
見
る
の
は
確
か
に
こ
の
公

園
の
特
徴
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
て
西
北
の
小
高
い
部
分
に
あ
る
赤
松
林
は
少
し
間
伐
し
て
林
内
逍
遙
道
路
を
作
り
下

木
と
し
て
萩
を
植
え
池
と
森
と
の
間
に
は
紅
葉
性
の
樹
木
を
植
え
そ
の
林
間
に
は
夏
草
と
秋
草

を
選
ん
で
配
し
平
庭
風
に
意
匠
を
凝
ら
し
夏
よ
り
秋
に
利
用
す
る
公
園
を
作
る
の
も
一
方
法
で

あ
る
。 三

、
共
楽
園 

大
田
切
川
の
流
に
沿
い
眺
望
の
良
い
丘
陵
地
を
占
め
て
い
る
の
が
共
楽
園
で
現
在
遊
園
地
と

し
て
適
当
な
位
置
に
あ
る
、
昔
江
戸
一
行
院
の
住
僧
田
伏
徳
本
上
人
こ
こ
に
お
い
て
供
養
の
営

み
た
り
と
の
縁
に
よ
り
里
人
は
德
本
林
と
い
っ
て
い
た
が
明
治
廿
［
じ
ゅ
う
］
六
年
初
め
て
遊

園
地
と
な
っ
た
。 

流
に
面
す
る
側
に
は
低
い
灌
木
の
生
垣
を
作
り
園
内
の
芝
地
に
生
え
て
い
る
萱
の
株
は
刈
込

ん
で
更
に
少
な
く
す
る
か
あ
る
い
は
野
芝
に
代
え
る
の
も
宜
し
い
。
大
体
に
お
い
て
現
在
の
ま

ま
で
多
少
の
手
入
れ
を
加
え
れ
ば
遊
園
地
と
し
て
見
る
に
足
る
。
村
よ
り
伊
那
町
に
通
ず
る
県

道
か
ら
公
園
に
入
る
方
は
無
難
で
あ
る
が
電
車
の
側
か
ら
こ
の
丘
陵
に
上
る
道
が
面
白
く
な
い
、

今
少
し
取
り
広
げ
て
勾
配
を
緩
に
し
容
易
に
登
り
得
る
様
な
道
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。 

四
、
大
御
食
神
社 

郷
社
で
あ
っ
て
字
宮
ノ
前
に
あ
る
、
景
行
天
皇
の
時
代
か
ら
由
緒
の
深
い
神
社
で
あ
っ
て
神

代
文
字
で
書
か
れ
た
社
伝
記
な
ど
も
あ
る
、
背
面
の
森
林
は
美
女
森
と
称
し
郷
社
た
る
神
社
境

内
と
し
て
は
、
ま
ず
完
全
で
あ
る
た
だ
神
社
背
面
の
森
林
の
欝
閉
［
う
っ
ぺ
い
］
が
破
れ
下
木
の

生
長
が
不
十
分
で
あ
る
か
ら
ナ
ナ
メ
ノ
キ
、
サ
カ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
モ
チ
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
ソ
ョ

ゴ
の
様
な
常
緑
濶
葉
樹
を
密
植
し
て
地
表
に
湿
気
を
保
た
せ
る
様
に
す
る
、
そ
う
し
な
け
れ
ば

上
木
で
あ
る
檜
の
生
長
が
衰
え
る
憂
が
あ
る
今
よ
り
こ
の
注
意
は
必
要
で
あ
る
。 

五
、
大
宮
五
十
鈴
神
社 

村
社
で
町
の
西
方
大
手
に
あ
る
、
村
社
と
し
て
は
境
内
の
整
理
は
申
分
な
い
程
で
あ
る
が
、

神
社
の
背
面
に
あ
る
森
林
を
通
ず
る
道
路
は
公
衆
の
通
行
を
禁
止
し
何
か
下
木
の
類
を
植
え
潰

さ
な
け
れ
ば
前
社
同
様
森
林
の
保
護
か
ら
い
っ
て
後
日
悔
を
残
す
様
な
こ
と
に
な
る
か
ら
色
々

の
便
宜
は
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
通
り
抜
け
道
路
の
通
行
は
断
然
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
。 

以
上
の
公
園
ま
た
は
神
社
は
村
と
し
て
は
唯
一
の
勝
地
で
将
来
村
の
発
展
し
た
時
を
考
え
て

見
る
と
こ
れ
ら
は
丁
度
適
当
な
位
置
に
配
置
さ
れ
て
あ
る
か
ら
村
の
当
事
者
は
こ
れ
ら
を
連
絡

す
る
道
路
、
ま
た
そ
の
道
路
の
通
る
処
に
あ
る
大
小
の
旧
蹟
や
由
緒
地
な
ど
を
調
査
し
遠
き
将

来
に
は
こ
れ
ら
を
廻
遊
公
園
式
に
利
用
す
べ
き
秋
で
あ
る
の
を
思
い
そ
の
間
の
連
絡
道
路
の
予

定
に
就
い
て
は
村
有
地
整
理
道
路
改
修
等
の
場
合
に
心
懸
け
て
置
く
べ
き
問
題
で
あ
る
。 
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第
八
、
雑 

一
、
中
央
線
、
東
海
道
線
、
北
陸
線
そ
の
他
院
線
主
要
駅 

春
季
よ
り
初
夏
に
亘
っ
て
避
暑
地
案
内
、
登
山
案
内
を
配
付
す
る
こ
と
。 

二
、
中
央
線
辰
野
駅
前 

夏
季
だ
け
避
暑
地
案
内
図
、
登
山
案
内
図
を
大
な
る
広
告
板
に
描
い
て
目
に
つ
き
易
い
所
に

掲
示
す
る
こ
と
、
及
び
同
駅
前
に
避
暑
地
の
実
地
案
内
と
し
て
避
暑
地
期
成
会
ま
た
は
保
勝
会

の
出
張
所
を
設
け
夏
期
中
は
常
時
事
務
員
を
置
く
こ
と
。 

三
、
赤
穂
よ
り
駒
ヶ
岳
へ
の
登
山
案
内
記
、
菅
の
台
避
暑
地
案
内
記 

出
版
し
広
く
そ
の
宣
伝
を
試
み
る
こ
と
、
雑
誌
、
新
聞
に
よ
っ
て
広
告
す
る
も
時
に
必
要
な

る
手
段
で
あ
る
。 

四
、
車
馬
質 

赤
穂
村
内
に
お
い
て
は
避
暑
地
ま
た
は
公
園
行
の
車
馬
質
を
一
定
し
て
随
所
に
掲
示
す
る
こ

と
。 

五
、
組
合 

避
暑
地
に
お
い
て
は
組
合
を
設
け
飲
食
費
、
宿
泊
費
、
売
品
定
値
、
案
内
料
等
を
一
定
し
来
遊

者
に
不
安
の
念
を
抱
か
せ
な
い
様
に
す
る
こ
と
。 

六
、
駒
ケ
岳
の
山
開
き 

行
う
こ
と
。
そ
の
時
期
は
例
年
ほ
ぼ
一
定
と
す
る
、
そ
う
し
て
避
暑
地
内
適
当
な
所
に
駒
ヶ

岳
神
社
を
祭
祀
し
小
さ
い
殿
字
を
建
て
こ
こ
で
山
開
き
の
儀
式
を
す
る
、
こ
う
し
て
赤
穂
村
か

ら
登
山
す
る
道
路
は
必
ず
こ
の
境
内
を
通
す
こ
と
と
も
す
る
即
ち
境
内
に
特
に
駒
ヶ
岳
遙
拝
所

を
設
け
そ
こ
よ
り
登
山
道
路
を
通
ず
る
様
に
。 

七
、
伊
那
電
車 

夏
季
の
間
赤
穂
、
大
田
切
、
小
町
屋
、
伊
那
福
岡
の
間
に
均
一
乗
車
割
引
券
（
回
数
券
及
び
定

期
券
）
を
発
行
し
何
時
に
て
も
公
園
に
来
住
出
来
る
様
な
制
度
と
す
る
こ
と
。 

八
、
赤
穂
村
内
の
商
人 

商
工
会
の
規
約
を
設
け
一
定
の
標
識
を
附
し
た
避
暑
客
に
は
特
に
便
宜
を
図
る
様
に
す
る
こ

と
。 

九
、
夏
季
大
学 

年
々
ま
た
は
隔
年
に
開
催
す
る
、
そ
れ
は
、
当
分
は
光
前
寺
の
講
堂
を
利
用
し
あ
る
い
は
赤

須
城
址
の
林
内
講
演
な
ど
面
白
い
計
画
で
あ
る
。 

一
〇
、
登
山
道 

登
山
の
道
中
に
お
い
て
は
清
水
の
湧
く
所
は
仮
令
少
量
で
あ
っ
て
も
必
ず
こ
れ
を
道
傍
へ
導

き
出
し
、
飲
料
ま
た
は
洗
面
用
に
供
す
る
設
備
を
す
る
こ
と
。 

一
一
、
名
物 

作
っ
て
売
り
広
め
る
こ
と
。
例
え
ば
絵
葉
書
、
案
内
記
、
餅
、
酒
、
羊
羹
、
菓
子
、
焼
物
、
木

工
細
工
、
蔓
細
工
、
竹
細
工
、
挽
物
細
工
、
乾
魚
、
植
物
標
本
等
を
選
び
駒
ヶ
岳
の
名
称
を
附
け

て
販
売
す
る
。 

 

【
後
記
】 

本
多
静
六
が
公
園
に
か
け
る
想
い
を
、
こ
の
計
画
案
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。（
小
池
） 

現
代
語
訳
を
し
た
こ
の
計
画
案
を
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。（
齋
藤
） 

文
書
が
長
く
て
手
こ
ず
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
変
活
か
せ
る
文
書

だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
阿
部
） 

元
々
の
資
産
を
残
し
つ
つ
、
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
北
條
） 

本
稿
の
位
置
付
け
を
別
稿
「
本
多
静
六
と
関
連
す
る
長
野
県
内
の
公
園
・
温
泉
地
・
風
景
地
の

計
画
書
の
目
録
お
よ
び
現
代
的
価
値
」
に
記
し
ま
し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
横
関
） 

360 


